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９
月
定
例
市
議
会
に
平
成
１８
年
度
安

曇
野
市
の
各
会
計
の
決
算
が
上
程
さ
れ
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
計
の
決
算
は

左
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
決
算
を
も
と
に
し
た
普

通
会
計
の
決
算
状
況
も
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
市
の
財
政
状

況
な
ど
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
１８
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
３
６

２
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
と
の

比
較
で
は
、
総
額
で
２１
億
円
余
り
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
譲
与
税
、
地
方
交
付

税
、
市
債
は
増
加
し
た
も
の
の
、
諸
収

入
等
の
減
少
が
大
き
か
っ
た
た
め
で
す
。

　
諸
収
入
等
の
中
で
も
、
特
に
基
金
繰

入
額
の
減
少（
△
４２
億
８
、０
０
０
万
円
）

が
大
き
な
要
因
で
、
財
政
調
整
基
金
や

減
債
基
金
等
を
取
り
崩
さ
ず
に
財
源
が

確
保
で
き
た
た
め
で
す
。

　
全
国
の
地
方
自
治
体
で
財
政
の
窮
状

が
続
く
中
、
積
立
金
を
減
ら
す
こ
と
な

く
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
行
わ
れ
た
と

い
え
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
３
５
７
億
円
で
、

昨
年
度
比
１６
億
７
、０
０
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　
扶
助
費
、
繰
出
金
が
増
加
と
な
り
ま

し
た
が
、
人
件
費
、
物
件
費
、
普
通
建

設
事
業
費
等
が
減
額
と
な
り
、
総
額
と

し
て
減
少
し
ま
し
た
。

　
増
加
と
な
っ
た
扶
助
費
は
、
生
活
保

護
費
や
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
等
、
市

と
し
て
行
う
給
付
事
務
が
増
え
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
繰
出
金
に
つ
い
て
は
、

主
に
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し

が
増
加
し
た
た
め
で
す
。

　
人
件
費
や
物
件
費
の
減
少
は
、
合

併
に
よ
る
経
費
節
減
効
果
で
あ
り
、

ま
た
合
併
に
伴
う
庁
舎
改
修
費
な
ど

の
臨
時
的
経
費
の
減
少
も
一
つ
の
要
因

で
す
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
施

設
等
の
大
型
整
備
事
業
が
終
了
し
た
た

め
の
減
少
で
す
。

　
平
成
１８
年
度
中
に
は
、
７
月
豪
雨
に

よ
る
災
害
な
ど
で
、
被
害
も
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
の
費
用
も
必
要
と
な

り
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
と
し
て
は
良

好
に
運
営
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

■
歳
出

※普通会計とは、市民税や地方交付税などを主な財

　源として、福祉、教育の充実や道路の整備などの

　主要事業に使われる最も大きく主要な「お財布」

　です。全国共通のとらえ方で、自治体の財政状況

　を分析する上で有効なものになります。一般会計

　および同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計

　が相当します。

特集 平成18年度

平成18年度の安曇野市の

お金の使い方「決算」がまとまりました。

昨年度、市に入ったお金（歳入）は、

※普通会計で、362億円。

使ったお金（歳出）は、357億円でした。

決
算

 
公
表

特集：平成18年度 決算公表

■
は
じ
め
に

■
歳
入
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平成18年度 決算額

（単位：円）

会計名 歳入 歳出 差引残

一般会計

同和地区住宅新築資金等貸付事業特別会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

市営保養施設特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

産業団地造成事業特別会計

上川手山林財産区特別会計

北の沢山林財産区特別会計

有明山林財産区特別会計

富士尾沢山林財産区特別会計

穂高山林財産区特別会計

36,242,276,452

12,492,314

8,806,216,958

8,500,409,094

5,380,816,495

30,866,782

6,935,057,545

195,638,434

271,074,556

2,018,569

165,077

1,141,425

1,098,580

597,477

35,684,943,109

8,815,609

8,249,987,710

8,490,809,094

5,306,117,020

30,866,782

6,892,028,684

189,162,037

270,894,784

1,746,942

164,362

76,437

710,357

258,857

557,333,343

3,676,705

556,229,248

9,600,000

74,699,475

0

43,028,861

6,476,397

179,772

271,627

715

1,064,988

388,223

338,620

普
通
会
計

特
別
会
計

財
産
区
会
計

（単位：円）

会計名 収入 支出 差引残

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

2,073,176,628

326,400,942

270,765,596

0

1,925,826,079

1,812,973,789

272,154,159

16,219,271

147,350,549

△ 1,486,572,847

△ 1,388,563

△ 16,219,271

公
営
企
業
会
計

※水道事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年 

度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、減債積立金及び当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額で補てん

※市営宿舎事業会計における資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、

過年度分損益勘定留保資金び消費税資本的収支調整額で補てん

水道事業
会 計

市営宿舎
事業会計

平成18年度（内）、平成17年度決算状況（外）

歳入決算額
362億4,166万円

110億4,700万円
28.8％

14億1,900万円
3.7％

78億5,700万円
20.5％

36億300万円
9.4％

26億4,800万円
6.9％

81億9,700万円
21.4％

35億9,400万円
9.4％

15億1,700万円
4.2％

38億1,400万円
10.5％

35億8,200万円
9.9％

29億8,500万円
8.2％

85億7,300万円
23.7％

45億5,800万円
12.6％

112億1,300万円
30.9％

歳入決算額
362億4,200万円

110億4,700万円
28.8％

14億1,900万円
3.7％

78億5,700万円
20.5％

36億300万円
9.4％

26億4,800万円
6.9％

81億9,700万円
21.4％

35億9,400万円
9.4％

15億1,700万円
4.2％

38億1,400万円
10.5％

35億8,200万円
9.9％

29億8,500万円
8.2％

85億7,300万円
23.7％

45億5,800万円
12.6％

112億1,300万円
30.9％

地 方 税

分担金負担金・
使用料・手数料

諸収入等

国県支出金
交安交付金

地方譲与税等

地方交付税

市 債

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

物 件 費

維持補修費

補助費等

繰 出 金

積立金等

投資的経費

平成18年度（内）、平成17年度決算状況（外）

歳出決算額
356億8,100万円

19億1,900万円
5.1％

62億1,200万円
16.6％

53億2,700万円
14.3％

1億3,700万円
0.4％

44億4,500万円
11.9％

27億4,700万円
7.4％

59億4,100万円
16.6％

23億4,500万円
6.6％

42億8,000万円
12.0％

46億4,100万円
13.0％

1億200万円
0.3％

41億6,700万円
11.7％

33億9,900万円
9.5％

73億7,700万円
20.7％

39億5,500万円
10.6％

84億3,500万円
22.6％

19億1,900万円
5.1％

62億1,200万円
16.6％

53億2,700万円
14.3％

1億3,700万円
0.4％

44億4,500万円
11.9％

27億4,700万円
7.4％

59億4,100万円
16.6％

23億4,500万円
6.6％

42億8,000万円
12.0％

46億4,100万円
13.0％

1億200万円
0.3％

41億6,700万円
11.7％

33億9,900万円
9.5％

73億7,700万円
20.7％

39億5,500万円
10.6％

84億3,500万円
22.6％

41億7,700万円
11.2％

41億7,700万円
11.2％

34億2,900万円
9.6％

34億2,900万円
9.6％



特集：平成18年度 決算公表
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18年度
例えば、こんな仕事をしました。

公共交通システム検討 （509万円）

デマンド型乗合タクシーを基本として、全市の
公共交通システムの検討を行いました。

豊岳荘建設補助 （１億8,000万円）

特別養護老人ホーム・豊岳荘改築に対し、建設補
助を行いました。なお１９年度も同様の補助を
行っています。

友好都市（クラムザッハ）訪問ほか （272万円）

オーストリア・クラムザッハへの公式訪問を行い、
友好都市提携の協議を行いました。

安曇野フェスタ （1,300万円）

安曇野市としての新規イベントとして、スイス
村を会場に行いました。

給食センター建設 （4億1,735万円）

中部・南部給食センター建設に着手しました。
なお、事業の一部（１２億８，０００万円）は平成１９年
度へ繰り越しました。

夜間急病センター設立準備
 （387万円）

夜間急病センター開設に向け、医師会との協議、
施設改修整備等を行いました。

行政改革大綱等の策定および
行政改革の推進ほか  （66万円）

行政改革大綱、行政経営改革プラン策定のほか、
組織機構の見直し、指定管理者制度の導入、補
助金等の適正化推進に向けた見直し指針の策定
などを行いました。

穂高広域施設組合バイオマス
エネルギー実験事業 （974万円）

生ごみ・紙ごみのメタンガス発酵・固形燃料化
施設稼動に向け、収集体制の整備を行いました。



　
財
政
力
指
数
は
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
力
の
強
弱
を
示
す
指
数
で
す
。
地

方
交
付
税
の
基
準
財
政
収
入
額
、基
準

財
政
需
要
額
か
ら
計
算
し
ま
す
が
、「
１
」

以
下
で
あ
れ
ば
、そ
の
不
足
部
分
は
地
方

交
付
税
が
交
付
さ
れ
、「
１
」以
上
で
あ
れ

ば
、地
方
交
付
税
は
不
交
付
と
な
り
、自

前
の
財
源
だ
け
で
い
わ
ゆ
る「
標
準
的
行

政
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と

判
定
さ
れ
ま
す
。

　
県
内
１９
市
の
中
で
の
順
位
は
８
番
目
で

し
た
。な
お
、１９
市
の
平
均
は
０
・
５
９
２

な
の
で
、平
均
以
上
の
財
政
力
を
持
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
方
債
と
は
、地
方
自
治
体
の
借
金
で

す
。一
人
当
た
り
の
地
方
債
現
在
高（
借

金
残
高
）は
３
、６
０
０
円
ほ
ど
増
加
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、主
に
地
域
振
興
基
金
積

立
の
た
め
に
合
併
特
例
債
を
１２
億
円
余

り
借
り
入
れ
た
こ
と
と
、安
曇
野
地
区
広

域
排
水
事
業
国
営
事
業
負
担
金
の
支
払

い
に
１２
億
円
弱
を
借
り
入
れ
た
た
め
で
す
。

　
地
域
振
興
基
金
は
地
域
振
興
の
た
め

の
積
立（
貯
金
）で
あ
り
、広
域
排
水
事
業

は
長
期
的
な
事
業
の
一
括
精
算
に
基
づ
く

も
の
で
、特
殊
な
事
情
に
よ
り
ま
す
。

　
地
方
債
現
在
高
と
し
て
は
、若
干
増
え

ま
し
た
が
、特
に
将
来
の
財
政
状
況
を
圧

迫
さ
せ
る
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特集：平成18年度 決算公表

�広報����������広報� ����������

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方
債
の
元

利
償
還
金
に
加
え
、
「
地
方
債
の
元
利

償
還
金
に
準
ず
る
も
の
（
＝
準
元
利
償

還
金
）」
が
「
標
準
財
政
規
模
」
に
占

め
る
割
合
を
表
す
も
の
で
、
財
政
構
造

の
弾
力
性
を
公
債
費
等
と
い
う
義
務
的

経
費
か
ら
み
る
も
の
で
す
。

　
１８
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の
借
り

入
れ
に
県
の
許
可
を
要
す
る
よ
う
に
な

り
、
２５
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の
発

行
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
度
と
同
値
で
あ
り
、
１８
％
に
も

余
裕
が
あ
り
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
と
は
、経
常
的
に
支

出
す
る
経
費（
経
常
的
経
費
）の
た
め
に

「
経
常
一
般
財
源
」（
市
税
・
地
方
交
付
税

な
ど
）が
ど
れ
だ
け
消
費
さ
れ
た
か
を
示

す
比
率
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
が
高
け
れ
ば
、経
常
一

般
財
源
の
使
途
が
固
定
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
、財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
示
し
ま
す
。
逆
に
こ
の
比
率
が
低

け
れ
ば
、ほ
か
の
使
途
に
回
せ
る
こ
と
に

な
り
、余
裕
の
あ
る
財
政
状
況
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
ま
し
た（
昨
年
度
８２
・
７
％
）が
、こ

れ
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
や
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し

た
ほ
か
、特
に
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰

出
金
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　
全
国
自
治
体
の
現
在
の
財
政
状
況
の

中
で
は
、お
お
む
ね
適
正
な
状
況
と
と
ら

え
ら
れ
ま
す
。

　
人
口
１
、０
０
０
人
当
た
り
の
職
員

数
は
、
７
・
１９
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
公
務
員
を
減
ら
す
努
力

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体

も
定
員
の
削
減
を
行
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
安
曇
野
市
で

は
、
合
併
に
よ
る
行
政
管
理
部
門
の

統
合
等
と
も
相
ま
っ
て
職
員
数
の
減

少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
人
口
１
人
当
た
り
の
人
件
費
・
物

件
費
等
は
１
万
円
余
り
減
少
し
ま

し
た
。

　
合
併
の
効
果
が
表
れ
て
き
た
結
果

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
行
政
改

革
等
を
進
め
、
よ
り
効
率
的
な
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

実質公債費比率…13.8％
じっ  しつ   こう   さい    ひ      ひ     りつ 

借金の割合 地方債残高…37万2,439円
ち    ほう  さい  ざん  だか

市の借金 財政力指数…0.613
ざい  せい  りょく  し    すう

財政の体力

経常収支比率…84.5％
けい じょうしゅう  し     ひ    りつ 

人件費・物件費等
…10万6,256円

職員数…7.19人

「財政指標」でみる

市の財政状況

　決算状況をまとめる中では、各種の財政指標等の算定も行っています。

　グラフは、平成１７年度を基準として、平成１８年度の各指標の変化を

表していますが、グラフが外側に広がった方が、財政状況としては好転

したと見ることができます。

総　評

　安曇野市としては、２回目の決算となり

ましたが、合併の効果や行政改革による行

政効率化の一端が表れつつあります。

　一方、経常収支比率の上昇の原因にみる

ように、他会計への繰出金が増加しています。

これはその会計の必要経費が増大してきて

いるためです。

　今後の財政運営にあたっては、安曇野市

の全部の会計に目を向けながら、総合的な

調整を行っていきたいと思います。

財政力指数

実質公債費比率

職員数（人口1,000人当たり）

地方債現在高
（人口１人当たり）

人件費・物件費等
（人口１人当たり）

経常収支比率

0.613

372,439円
363,820円

0.592

84.5％

82.7％

13.8％

13.8％

7.19人

7.34人

117,077円

106,256円

平成18年度

平成17年度

事務（処理）
の効率性

財政のゆとり

行政の効率性



　
豊
科
・
穂
高
・
三
郷
・

堀
金
・
明
科
地
域
の
中
心
部
。

現
況

　
旧
町
村
の
中
心
と
し
て
、

重
点
的
に
公
共
投
資
を
行

っ
て
き
た
地
域
で
、
居
住

す
る
場
・
買
い
物
の
場
・
働
く
場
が

集
ま
っ
て
い
る
地
域
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
拠
点
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
核
と
し
て
、
利
便
性

の
高
い
住
環
境
を
計
画
的
に
集
約
し
て
い

く
。
各
地
域
の
こ
れ
ま
で
の
特
性
を
踏
ま

え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
明
確
に

し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
図
る
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
地
域
に
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
大
き

な
病
院
・
大
規
模
工
場
・
新
た

な
公
共
施
設
を
立
地
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　
豊
科
・
穂
高
の
中
心
部
か

ら
離
れ
た
用
途
地
域（
注
２
）、

幹
線
沿
道
で
商
業
等
の
用

途
の
集
積
が
み
ら
れ
、
周

辺
の
宅
地
化
が
進
ん
で
い

る
地
域
。

現
況

　
比
較
的
大
規
模
な
工
場
や
新
し
い

住
宅
地
を
形
成
し
、
幹
線
道
路
沿
い

に
商
業
系
の
用
途
が
集
ま
っ
て
い
る
。

周
辺
の
宅
地
化
も
進
ん
で
い
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
用
途
地
域
内
で
は
、
用
途
に
あ
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
。
幹
線
沿
道
区

域
は
、
既
存
の
商
業
施
設
を

生
か
し
、
景
観
に
配
慮
し
な

が
ら
一
定
の
利
便
性
を
提
供

で
き
る
土
地
利
用
を
図
っ
て

い
く
。

　
住
宅
地
を
主
と
し
た
土
地
利
用
が

広
が
る
集
落
で
、
新
た
な
宅
地
開
発

に
よ
り
そ
の
集
落
が
拡
大
し
て
い
る

大
き
な
集
落
。

現
況

　
駅
や
幹
線
道
路
付
近
に
位
置
し
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
比
較
的
重
点
的
に

行
っ
て
き
た
地
域
で
、
大
き
な
集
落

を
形
成
し
て
い
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
既
存
の
生
活
利
便
施
設
や
公
共
施

設（
駅
舎
な
ど
）を
核
と
し
て
、
集
落

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
保
持
し
な
が

ら
田
園
の
中
に
集
約
し
た
ま
と
ま
り

の
あ
る
住
宅
地
と
し
て
、
良
好
な
住

環
境
を
形
成
し
て
い
く
。

用語解説

＊注１　形態：建物を外から見たか
　たちありさま（建築物の色彩、高さ、
　敷地の面積など）
＊注2　用途地域：都市計画法により、
　地域における建物の用途に一定の
　制限を行う地域。住居・商業・工業
　などの用途がある。
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土
地
利
用
市
民
検
討
委
員
会
で
は
、
１０
月
中
旬
現
在
ま
で
１５
回
の
全
体
会
議
、そ

れ
ぞ
れ
５
〜
６
回
の
分
科
会
を
開
催
し
、土
地
利
用
専
門
委
員
会
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、将
来
の
ま
ち
づ
く
り
・
あ
る
べ
き
姿
な
ど
、い
わ
ば
「
総
論
」
の
検
討

（
７
月
号
掲
載
）を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、

い
よ
い
よ
具
体
的
な
議
論
に
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
展
開
す
る
上
で
、ま
ず
論
点
に
上
が
っ
た
の
が
「
ま
ち
の
か
た
ち
」
に
つ
い

て
で
す
。
市
に
は
、公
共
施
設
の
集
ま
る
ま
ち
、住
宅
が
建
ち
並
ぶ
大
き
な
集
落
、

田
園
の
中
の
集
落
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
集
ま
り
「
ま
ち
」
を
形
作
っ
て
い
ま

す
。
市
の
ど
こ
に
集
落
を
配
置
し
、ど
こ
に
商
工
業
の
拠
点
づ
く
り
を
し
て
い
く
か

な
ど
、各
区
域
の
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、そ
の
他
の
論
点
と
し
て
、建
築
形
態（
注
１
）で
工
夫
す
べ
き
点
、日
常
的
な

買
い
物
施
設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、大
規
模
開
発
へ
の
対
応
、山
麓
別
荘
地
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、ま
ち
の
か
た
ち
と
合
わ
せ
な
が
ら
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

１１
月
か
ら
開
催
す
る
「
地
区
別
懇
談
会
」
を
前
に
、こ
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
、市
民

検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
　

土地利用

市民検討委員会

中間報告

ま
ち
の

か
た
ち
を

考
え
る

特集2

ま
ず
、
タ
イ
プ
別
に

﹁
区
域
﹂
を
分
類
し
て
み
ま
し
た
。

街
・
集
落
の
特
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
タ
イ
プ
を
７
つ
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

例）豊科駅前通り

例）穂高・富田農道沿い

例）三郷・一日市場

Ａ区域

地域拠点となる
区域

Ｂ区域

集落居住
区域

Ａ′      区域
さらに検討を
要する区域

（ダッシュ）

熱心に議論する
分科会Ｂの委員の皆さん



　
田
園
の
中
に
点
在
す
る
比
較
的
小
さ

な
集
落
。

現
況

　
広
が
っ
た
農
地
の
中
に
位
置
し
、
比

較
的
小
規
模
な
集
落
で
、
周
辺
農
地
と

一
体
的
な
環
境
形
成
を
な
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
の
伝
統
・
文
化
を
継
承
し
て

い
る
。
安
曇
野
の
良
好
な
田
園
風
景
の

一
つ
と
も
い
え
る
が
、
一
部
に
新
興
住

宅
街
が
広
が
っ
て
い
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
農
地
の
中
に
散
在
す
る
既
存
の
小
さ

な
集
落
居
住
の
場
と
し
て
、
農
業
や
景

観
と
良
好
な
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
既

存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
継
承
を
図
っ

て
い
く
。

　
計
画
的
に
産
業
施
設
の
集
積
を
図

っ
て
き
た
区
域
。

現
況

　
働
く
場
と
し
て
、
計
画
的
に
工
場

な
ど
の
産
業
施
設
の
集
積
を
図
っ
て

き
て
い
る
。
（
工
業
系
用
途
地
域
も

含
む
）

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
工
場
な
ど
の
拡
大
・
新
た
な
進
出

に
対
応
し
、
住
居
系
用
途
と
の
混
在

の
少
な
い
良
好
な
産
業
振
興
環
境
を

形
成
し
て
い
く
。

　
政
策
的
に
別
荘

や
観
光
施
設
を
許

容
し
て
き
た
区
域
。

現
況

　
一
定
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
な
う

と
と
も
に
、
厳
格
な
ル
ー
ル（
自
然
保

護
等
指
導
基
準
な
ど
）の
導
入
に
よ
り
、

周
辺
の
森
林
と
調
和
し
た
環
境
形
成

を
図
っ
て
き
た
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
別
荘
地
・
観
光
地
と
し
て
の
機
能
を

重
視
し
、
自
然
環
境
の
魅
力
を
享
受

し
、
質
の
高
い
環
境
形
成
を
す
す
め
て

い
く
。

　
市
の
東
西
に
あ
る
山
間
地
区
域

現
況

　
主
に
森
林
か
ら
な
り
、
一
定
の

居
住
地
も
見
ら
れ
る
。

将
来
像（
イ
メ
ー
ジ
）

　
森
林
環
境
を
維
持
し
な
が
ら
、

森
林
資
源
を
大
切
に
し
、
居
住
地

も
保
持
し
て
い
く
。
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例）穂高・新屋の集落

例）豊科・あづみ野産業団地

例）穂高・別荘地

Ｃ区域

集落居住
区域

Ｄ区域

産業振興
創造区域

Ｅ区域

山麓保養
区域

Ｆ区域

山間居住・森林
環境保全区域

建
物
形
態
で

工
夫
で
き
る
こ
と
は

大規模小売店舗の
店舗数と売場面積（Ｈ16）

　大規模小売店舗数と住民１人

当たりの売り場面積を県下の市と

比べた表です。最新の統計が平

成１６年であり合併前（南安曇郡）

のデーターですが、住民１人当た

りの売り場面積は、県内でも上位

にあります。
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（店） （㎡/人）
大規模小売店舗（床面積1,000㎡超）の店舗数・売場面積（H16）

店舗数
人口１人当りの
売上面積（㎡/人）

長
野
市

松
本
市

上
田
市

飯
田
市

佐
久
市

塩
尻
市

千
曲
市

伊
那
市

茅
野
市

岡
谷
市

須
坂
市

諏
訪
市

小
諸
市

中
野
市

駒
ヶ
根
市

東
御
市

大
町
市

飯
山
市

南
安
曇
郡

東
筑
摩
郡

日
常
の
買
い
物
が
で
き
る

施
設
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

　
市
の
財
産
で
あ
る
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
と
す

る
田
園
景
観
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、建
物

の
高
さ
・
色
、敷
地
の
面
積
、看
板
な
ど
が
、土

地
利
用
と
同
じ
く
重
要
な
要
素
を
持
っ
て
い

ま
す
。そ
の
景
観
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
、

市
内
各
区
域（
Ａ
〜
Ｆ
）に
応
じ
た
建
物
の
形

な
ど
の
目
安
や
建
築
物
の
高
さ
制
限
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、「
集
落
居
住
区
域
と
な

る
Ｂ
、Ｃ
区
域
は
、住
環
境
の
低
質
化
を
防
ぐ

た
め
に
有
効
な
形
態
制
限
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
、ま
た
、次
の
よ
う
な
意

見
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
配
置
・
規
模

・
敷
地
面
積
は
広
め
に（
例
・
３
０
０
㎡
）

・
小
規
模
の
宅
地
開
発
を
抑
制
す
る
ル
ー
ル

◎
高
さ
・
壁
面
後
退

・
原
則
と
な
る
高
さ
制
限（
場
所
に
よ
っ
て
強

　
化
、緩
和
で
き
る
仕
組
み
〈
例
・
高
さ
１０
ｍ
〉
）

・
道
路
や
隣
の
家（
敷
地
）か
ら
一
定
の
距
離

　
を
退
い
て
建
て
る
仕
組
み
づ
く
り

◎
色
彩
・
形
状
・
素
材

・
集
落
に
違
和
感
が
な
く
溶
け
込
む
よ
う
な

　
建
て
方
の
目
安
づ
く
り

◎
そ
の
他

・
地
域
や
集
落
の
特
性
・
歴
史
・
文
化
の
反

　
映
が
で
き
る
仕
組
み

・
次
に
建
て
替
え
る
と
き
の
ル
ー
ル
づ
く
り

・
市
民
の
理
解
、
関
心
の
促
進
、
企
業
に
よ

　
る
協 

力
が
必
要

・
新
た
な
建
物
を
増
や
さ
な
い
た
め
の「
既
存
ス

　
ト
ッ
ク
再
利
用
」（
注
３
）の
た
め
の
仕
組
み

　
づ
く
り

　
高
齢
化
が
進
む
中
、徒
歩
や
公
共
交
通
網（
鉄

道
・
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
）を
利
用
す
る
こ
と
で
、

日
常
の
買
い
物
が
気
軽
に
で
き
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
検
討
委
員
会
で
は「
地
域
の
拠
点
と
な
る
Ａ

区
域
は
、用
途
に
よ
り
詳
細
な
区
域
設
定
が
必

要
」
、「
集
落
居
住
区
域
と
な
る
Ｂ
、Ｃ
区
域
の

幹
線
道
路
な
ど
、あ
る
程
度
の
需
要
が
見
込
ま

れ
る
地
域
で
は
、範
囲
を
決
め
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
」、「
同
じ
Ｂ
、Ｃ
区
域
で
も

需
要
が
見
込
ま
れ
な
い
地
域
で
は
、店
舗
面
積

や
種
別
を
限
定
す
る
な
ど
の
基
準
づ
く
り
を
し
、

地
域
の
判
断
が
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
」、ま
た

「
現
在
の
商
業
施
設
の
配
置
や
満
足
度
を
調
べ

る
」、「
商
工
会
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
検
討
す

る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
注
３ 

既
存
ス
ト
ッ
ク
再
利
用
：
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
建
物

　
　   

を
登
録
し
再
利
用（
再
整
備
）し
て
い
く
こ
と
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共に、お考えください。

土地利用・景観シンポジウム

第2回地区別懇談会

　山岳と田園が育むよさを大切にし、暮らしやすさをみんなで共有するまちづくりの実現をテーマと
したシンポジウムを開催します。安曇野の土地利用を考える上で、大きなヒントとなるはずです。

◎日時　１１月１８日（日）　午後１時３０分～４時
◎会場　豊科公民館ホール

コーディネーター

扇田 孝之さん

パネリスト

涌井 史郎さん

パネリスト

庵　 豊さん

パネリスト

山田 桂一郎さん
パネリスト

中村 麻美さん

地域社会研究家造園家、桐蔭横浜大学
特任教授

松本大学観光ホスピタ
リティー学科教授

スイスツエルマット観
光局アジア地区セール
スプロモーション担当

日本画家

　専門委員会、市民検討委員会で検討したことをもとに、どんなまちにしていくか、そのためのルー
ルづくりをどのようにしていくかを考え、皆さんの意見をお聴きする場として、市内２０カ所で懇談会
を開催します。どの地区の参加も可能です。各回とも午後7時～9時を予定しています。

１１/２６（月） J A あ づ み
西穂高支所

１１/２８（水）

１１/３０（金）

１２/ ５（水）

１２/３日（月）

明科公民館
講 堂

三郷公民館
講 堂

三郷農村環境
改善センター

堀金総合支所
別館大会議室

豊科保健センター
ふれあいホール

三郷公民館
講 堂

明科公民館
講 堂

小 田 多 井
交流センター

三 郷 小 倉 地 区
多目的研修センター

穂 

高

地
域

明 

科

三 

郷

三 

郷

堀 

金

牧・塚原・久保田・
柏原・穂高団地・
柏矢町

潮・潮沢・
木戸・上生野・
南陸郷

二木・及木・
中萱

野沢・上長尾・
下長尾・楡・
住吉

岩原・倉田・
上堀・中堀・
下堀・扇町

小田多井・
田尻・
田多井

北小倉・
南小倉・
東小倉・室町

豊 

科

三 

郷

明 
科

堀 

金

三 

郷

寺所・踏入
細萱・重柳

七日市場・
一日市場

上押野・
下押野・
塩川原・荻原

月日
Ａ 会 場

場　所 対象区 地
域

Ｂ 会 場

場　所 対象区

１１/１２（月） 穂高総合支所
大 会 議 室

１１/１４（水）

１１/１６（金）

１１/２１（水）

１１/１９（月）

穂高総合支所
大 会 議 室

J A あ づ み
北穂高支所

J A あ づ み
有 明 支 所

J A あ づ み
有 明 支 所

豊科保健センター
ふれあいホール

豊科保健センター
ふれあいホール

明科公民館
講 堂

豊科保健センター
ふれあいホール

豊科保健センター
ふれあいホール

穂 

高

地
域

穂 

高

穂 

高

穂 

高

穂 

高

矢原・白金・
等々力・
等々力町

穂高町・
穂高

狐島・
青木花見・
島新田

橋爪・耳塚・
富田・豊里・
小岩嶽

嵩下・新屋・
古厩・宮城・
立足

豊 

科

豊 

科

明 

科

豊 

科

豊 

科

上鳥羽・
下鳥羽・
本村・吉野

成相・新田

大足・宮中・
町・明科・光

真々部・たつみ原・
飯田・下飯田・
中曽根・熊倉・
アルプス

徳治郎・田沢・
小瀬幅・大口沢・
光・桜坂

月日
Ａ 会 場

場　所 対象区 地
域

Ｂ 会 場

場　所 対象区

安曇野にふさわしい土地利用計画を作るには、皆さんの参画が鍵となります。ぜひお出掛けください。

50戸、50ｍの区域として仮設定した場合

問題点
●地域や地区の実情に合わないのでは。（基準が厳しい）

●範囲の対象外になった集落の不満

●地域コミュニティーとの不一致

●対象範囲が広すぎて当初の理念（虫食い開発の回避・
　景観保全）ができない。

●本質的には、田園風景を保つということ（「山、田園」
　＋「地域にあった集落」の枠組みの確保）が大事

●境界で定めると、その境でもめる。

●苦しい農家の事情も考える必要性

●新規の住宅居住者は常会などに入りたがらない。

解決のための工夫
●集落の規模や成り立ちを踏まえた距離や戸数の
　基準の必要性

●区画整理を条件とした区域の設定

●地域づくり（コミュニティー）の単位を考慮

●町内会での区域のすり合わせ

●市街化区域、用途地域の見直し

●区域外の開発許容の研究も必要

●道路や河川などで区分けする。

●残す農地の重要度（序列）を明確にする。

●土地交換（貸借）の仕組みづくり

●コミュニティーの継続のためにも、新しい人が
　入りやすい環境、仕組みづくり。

集
落
居
住
区
域
を

ど
の
程
度
厳
密
に

定
め
る
べ
き
か
？

大
規
模
開
発
の

対
応
は

　
委
員
会
で
は
、
農
地
・
農
業
を
保
全
し
、
既
存

集
落
付
近
へ
の
新
た
な
宅
地
の
集
約
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
集
落
の
範
囲
を
、
ど
の
程
度
厳

密
に
定
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
問
題
点

と
、
そ
の
た
め
の
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
宅
地
分
譲
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

工
場
な
ど
の
一
定
規
模
以
上
の
大
規
模

開
発
に
つ
い
て
は
、
「
安
曇
野
の
自
然
環

境
や
景
観
を
壊
す
反
面
、
地
域
の
活
性
化
・

住
民
の
利
便
性
・
働
く
場
所
の
創
設
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
住
民
が
立
地
を

判
断
す
る
た
め
の
条
件
、
面
積
・
種
類

な
ど
を
整
理
し
、
地
域
と
の
合
意
を
図

り
な
が
ら
進
め
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す

る
べ
き
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。山

麓
別
荘
・
観
光
地
の

あ
り
方
は

　
山
麓
別
荘
・
観
光
地（
Ｅ
地
域
）の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
「
別
荘･

観
光
を
意
図

と
し
た
区
域
と
し
て
位
置
付
け
、
集
落

居
住
区
域（
Ｂ
、Ｃ
区
域
）と
の
違
い
を
明

確
す
る
必
要
が
あ
る
」
、
「
現
在
設
定
し

て
い
る
ル
ー
ル
を
保
持
し
、
環
境
保
全

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

住宅地・商工地など宅地的土地利用が50ｍ以内の間隔で

50戸以上連なる地域を仮設定し、検討しています。

（
仮
設
定
し
た
５０
戸
・
５０
ｍ
は
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
基
準

　
と
な
っ
て
い
ま
す
）



今回は

「総合見直し」による

農用地区域の変更

（左図）
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安曇野市
農業振興地域整備計画の見直しを行います
安曇野市
農業振興地域整備計画の見直しを行います

農業振興

　
優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
た
め「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
農
振
法
）」に
基
づ
き
、農
業
振
興
地

域
制
度（
下
図
参
照
）が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、優

良
な
農
地
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

農
業
振
興
の
た
め
の
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
総
合
的
な
計
画
で
、県

か
ら
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
受
け

た
市
町
村
が
策
定
し
ま
す
。こ
の
計

画
で
は
、今
後
、お
お
む
ね
１０
年
に
わ

た
り
、農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
べ

き
と
さ
れ
る「
農
用
地
区
域
」の
設
定

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、安
曇
野
市
内
の
優
良
農
地

は「
安
曇
野
市
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
」に
よ
り
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
計
画
に
お
け
る「
農
用
地
区
域
」

に
つ
い
て
は
、合
併
前
の
５
町
村
当
時

に
設
定
さ
れ
た
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、安
曇
野
市
に
お
い
て
も
、こ

の
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
基
づ

く
農
用
地
区
域
の
見
直
し
を
含
め
た

総
合
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、一
般
的

に
「
青
地
農
地
」
と
呼
ば
れ
、原
則
と

し
て
農
業
以
外
の
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、農
業

上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
で
あ

り
、農
業
に
関
す
る
公
共
投
資
や
そ

の
他
の
農
業
振
興
に
関
す
る
施
策
が
、

集
中
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
た
め
、農
用
地
区
域
内

の
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
た

め
に
は
、農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更
が
必
要
と
な
り
、そ
の
手
続

き
に
は
、「
一
般
管
理
」
と「
総
合
見
直

し
」
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、「
総
合

見
直
し
」の
手
続
き
に
よ
り
、そ
の
基

本
方
針（
左
図
）に
従
っ
て
農
用
地
区

域
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。な
お
、

現
在
、市
が
策
定
を
進
め
て
い
る
土
地

利
用
計
画
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、

１３
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
第
２
回
地

区
別
懇
談
会
に
合
わ
せ
て
、今
回
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。日
程
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
総
合
支
所
内
　

　
産
業
観
光
部
農
政
課
農
政
係

　（
�
７７
・
３
１
１
１
�
７７
・
６
０
６
０
）

 

豊
か
な
自
然
と
景
観
を
守
り
、
暮
ら
し
や
す
さ
と
産
業
発
展
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
た
田
園
都
市
を
目
指
す
安
曇
野
市
に
と
っ
て
、
農
業
の
振
興
は

大
変
重
要
な
課
題
で
す
。
市
で
は
、
安
曇
野
に
ふ
さ
わ
し
い
農
業
の
振
興

と
優
良
農
地
の
保
全
た
め
、
﹁
安
曇
野
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
﹂
の

見
直
し
を
本
年
度
か
ら
行
い
ま
す
。

 

そ
こ
で
、
見
直
し
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
と
は

農
用
地
区
域
を
変
更
す
る
に
は

農
業
振
興
地
域
整
備
基
本
方
針

　
国
が
示
す
農
業
振
興
に
関
す

　
る
指
針
に
従
い
、そ
の
都
道
府

　
県
に
お
け
る
農
業
振
興
の
方
針

農
業
振
興
地
域
の
指
定

　
農
業
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
、

　
総
合
的
に
農
業
の
振
興
を
図
る

　
べ
き
地
域
の
指
定

都道府県（長野県）市町村（安曇野市）による策定および変更

農
業
振
興
整
備
計
画
の
策
定

　
優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
と
と

　
も
に
、農
業
振
興
施
策
を
計
画

　
的
に
実
施
す
る
た
め
の
総
合
的

　
な
農
業
振
興
計
画（
以
下
２
部

　
に
よ
る
構
成
）

○
農
業
振
興
施
策
の
計
画
や
各
種

　
農
業
関
係
事
業
の
具
体
的
な
実

　
施
計
画（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）部
分

○
農
用
地
利
用
計
画（
農
用
地
区

　
域
等
の
設
定
）部
分

※
農
用
地
区
域
と
は
、今
後
、お
お

　
む
ね
１０
年
に
わ
た
り
、農
業
上
の

　
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地

農
用
地
区
域
の
変
更
手
続
き

　
次
の
２
通
り
の
手
続
き
が
あ
り

ま
す
。

　﹁
一
般
管
理
﹂に
よ
る
変
更

　
経
済
事
情
の
変
動
等
に
よ
り
、

計
画
の
一
部
を
見
直
す
も
の
で
、「
個

別
的
」な
申
し
出
に
基
づ
く
変
更
。

安
曇
野
市
で
は
、年
２
回
の
申
し
出

期
間
を
設
け
て
、受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　﹁
総
合
見
直
し
﹂に
よ
る
変
更

　
お
お
む
ね
５
年
ご
と
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
を
見
直
す
た
め
の

調
査
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
て
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
行
う
変
更

農
業
振
興
地
域
制
度
の
概
要

総合見直しの基本方針

今回の総合見直しにあたり、現在ある農地について、次の条件を基準

に農用地区域についての設定を検討します。

　①集団的に存在する農地でその規模が２０㌶以上のもの

　②土地改良事業等の施行にかかわる区域内にある土地

　③土地改良施設用地

　④農業用施設用地で２㌶以上の土地および①、②に隣接する土地

　⑤地域の農業振興を図る観点から、その利用確保が必要と認められる土地

以上の基準でまず農地を区分します。

さらに下記の具体的な方針に沿って、農用地区域の見直し作業を進めます。

　①ほ場整備実施済みの農地については、優良農地として保全するため、

　　農用地区域としますが、社会的、経済的経過においてスプロール

　　化（開発による虫食い状態）により取り残された農地は、農用地

　　区域からの除外を検討します。

　②農用地区域内の農地（青地農地）において、山林原野中にある分

　　散された農地または山麓傾斜地にある農地で、おおむね１０年を見

　　通して農業上の利用を目的とする確保が難しく、その位置や地形、

　　耕作条件等、農業振興における検討の結果、農業上の利用におい

　　てその確保が適当でないものは、農用地区域から除外します。

　③集落に介在している、または孤立的に存在している農用地区域内

　　の農地で、その利用確保が地域の農業振興において、適当でない

　　ものは、農用地区域から除外をします。

 ④農用地区域内にある孤立的な農用地区域外の農地（通常、白地農

　　地と呼ばれています）について、一段の優良農地として農業振興

　　をすべきものと判断される場合は、農用地区域への編入（白地農

　　地を青地農地にすること）を検討します。

以上の具体的な見直し方針により、計画の策定を進めます。



しゅん工

市政トピックス

名誉市民

公共交通

安曇野の芸術と文化を継承し、発展を誓う

デマンド交通「あづみん」が発進！

特別養護老人ホーム｢豊岳荘｣が完成

節郎先生の遺影を前にあいさつする平林市長

「あづみん」が各地域へ向け出発した

　市では、４月１９日に逝去された名誉市民である　橋
節郎先生を偲ぶ会を９月１６日、安曇野　橋節郎記念
美術館で開催しました。
　この日は、県内外から約２５０人が出席して節郎先生
の在りし日を偲びました。平林市長は「節郎先生は、日
本の伝統工芸である漆を芸術の域にまで高め、世界に
発信されました。私たちは、その偉業を偲び、安曇野の
芸術と文化を継承し、発展させていくことが責務だと痛
感しています」とあいさつしました。式では、先生が故郷
への思いを綴った詩「穂高の四季」を朗読したテープ
が流されたほか、参列者による献花なども行われました。
また、会の終了後には、同記念美術館友の会の主催に
よる追悼音楽会が行われました。

　デマンド交通を主体にした市の新公共交通システム
の試行運行が９月１０日から始まりました。この日は、平
林市長をはじめ関係者約１４０人が出席してオープニン
グセレモニーが豊科ふれあいホールで行われました。
　式では、新公共交通システムの検討会で座長の
奥山修司福島大学教授が「新しい地域公共交通
あづみん快走のポイント」と題して講演を行い、「成
功するかどうかは地域次第で、利用者の視点に立っ
て不平・不満を１つ１つ丁寧に解決していくことが大切。
新しい行き先づくりなども重要になってくる」と話しま
した。市では、今後１年間の予定で試行運転を行い、
利用者の皆さんの意見などを踏まえ、検証や改善を
行い、本格運行を目指します。

　老朽化に伴い移転・新築工事が行われていた特
別養護老人ホーム豊岳荘が完成し、９月２２日にしゅん
工式が行われました。豊科プール東側に建てられた
同施設は、２階建てで延床面積は約５,２００平方㍍。
居室はすべて約８畳の個室で、ショートステイ用の１０
部屋を含む計９０部屋が設けられています。そのほか
入所者用の菜園やキッチンを備えるなど、自立した生
活が送れるよう配慮されています。同施設の入所者で、
工事の進み具合をテレビや新聞で見ながら完成を楽
しみにしていたという市川幸さんは「安心して暮らせ
そう」と新施設へ期待を寄せていました。施設の建設
にあたって市では、事業費約１５億円のうち３億６千万
円を合併特例債から補助しています。
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税
源
移
譲
で
、平
成
１９
年
分
か
ら

所
得
税
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、住

宅
ロ
ー
ン
控
除
限
度
額
が
所
得
税
額

よ
り
大
き
く
な
り
控
除
し
き
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、そ
の
分
を
市
・

県
民
税
の
所
得
割
額
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
２０
年
度
分

以
降
最
長
２８
年
度
ま
で
）

︻
対
　
象
︼　
平
成
１１
年
か
ら
平
成

１８
年
に
入
居
し
、所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
て
い
る
人
。
該
当
者
は
、

毎
年
申
告
が
必
要
で
す
。

︻
申
告
期
間
︼
　

　
平
成
２０
年
１
月
４
日
〜
３
月
１７
日

︻
申
告
書
提
出
先
︼
　
確
定
申
告
を

す
る
人
は
税
務
署
等
へ
、年
末
調
整
の

み
の
人
は
、平
成
２０
年
１
月
１
日
に
居
住

し
て
い
る
市
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
１１
月
以
降
、市
民
税

　
課
の
窓
口
か
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
保
険
料
控
除
が
改
め
ら
れ
、

地
震
保
険
料
控
除
が
新
た
に
で
き
ま

す
。
地
震
保
険
契
約
の
保
険
料
等
の

金
額
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額

を
所
得
か
ら
控
除
し
ま
す
。（
市
・
県

民
税
は
、最
高
２
万
５
千
円
）

　
な
お
、経
過
措
置
と
し
て
、平
成
１８

年
１２
月
３１
日
ま
で
に
契
約
し
た
長
期

損
害
保
険
契
約
の
保
険
料
等
に
つ
い
て

は
、今
ま
で
の
長
期
損
害
保
険
料
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
が（
市
・
県
民
税
に
つ

い
て
は
、最
高
１
万
円
）、短
期
の
損

害
保
険
料
控
除
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　
経
過
措
置
を
利
用
し
て
両
方
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、市
・
県
民
税
に

つ
い
て
は
、最
高
２
万
５
千
円
と
な
り

ま
す
。

　
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
６５
歳
以

上（
昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

の
人
で
、前
年
の
合
計
所
得
が
１
２
５

万
円
以
下
の
人
は
、市
・
県
民
税
は
非

課
税
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、平
成
１８
年
度
か
ら
廃
止

さ
れ
、経
過
措
置
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
が
、平
成
２０
年
度
か
ら
は
全
額
課

税
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
１９
年
中
の
所
得
が
、退
職
・
休

職
な
ど
で
大
き
く
下
が
り
、
１９
年
分

の
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
人

は
、平
成
１９
年
度
分
の
市
・
県
民
税
が

減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
�（
申

告
書
の
提
出
が
必
要
）

︻
適
用
年
度
︼

　
平
成
１９
年
度
　
市
・
県
民
税
。

︻
申
告
期
間
︼

　
平
成
２０
年
７
月
１
日
〜
７
月
３１
日

納
付
済
み
の
場
合
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

︻
申
告
書
提
出
先
︼

　
平
成
１９
年
１
月
１
日
に
居
住
し
て

い
た
市
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
は
、
平
成
２０
年
６
月
以

　
降
市
民
税
課
窓
口
か
、市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
豊
科
総
合
支
所
内
市
民
税
課

　（
�
７２
・
３
１
１
１
�
７２
・
８
３
４
０
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

こう

老
年
者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に

伴
う
経
過
措
置
の
終
了

年
度
間
の
所
得
の
変
動
に
係
る

経
過
措
置

老年者非課税廃止に伴う経過措置

地
震
保
険
料
控
除

年度
市県民税内訳

18年度 19年度 20年度

所得割額

均等割額 1,300円

1／3課税 2／3課税 全額課税

2,600円 4,000円

平成20年度　税制改正

市・県民税が

変わります

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
�
ン
控
除

固定資産評価員に
本郷良一さん

　このほど行われた９月定
例会において議会の同意
を得て、新しい固定資産評
価員に本郷良一さん（穂
高柏原）が決まりました。

施設運営は安曇野福祉協会が行う



下水処理場を１日解放
９/１
アクアピア安曇野ふれあいデー

想いをつなげた花のじゅうたん
9/2
2007アルプス花街道in安曇野

羽ばたけ 若い力
９月
三郷小学校合唱部の受賞など

安曇野の今を体感・実感
９/29･30
安曇野フェスタ

田んぼから歓声
９/１３
武蔵野の中学生が稲刈り体験

秘訣は夫婦円満
9/12
最高齢者お祝い品伝達

　下水処理場を開放し、各種催しを行う２００７ア
クアピア安曇野ふれあいデーが９月１日、アク
アピア安曇野で開かれました。この日は、親子
連れなど約１,６００人が訪れ、処理場の見学ツアー、
スタンプラリークイズ、フリーマーケットなど
を楽しみました。汚水を処理するツリガネムシ
など微生物の働きを案内した施設の職員は、「微
生物は施設の一番大切な宝。普段見られない姿
をぜひ見てほしい」と話しました。

　安曇野を訪れる皆さんを花で迎えようと活動
するアルプス花街道実行委員会が「アルプス花街
道in安曇野」を９月２日、スワンガーデン安曇野
で開きました。
 会場では、高校生による原画をもとに作成し
た畳約１０畳分の花のじゅうたん画や参加団体を
紹介したパネルの展示、シソジュースの試飲、
花のじゅたんの製作体験なども行われました。
開会式で、実行委員会会長の等々力秀和さんは、
「この取り組みが大きく広がっていて、みんな
の努力が実ってきていることをとてもうれしく
思います」とあいさつしました。

　安曇野の若者たちが全国・世界を舞
台に活躍しています。
 三郷小学校合唱部は、８月２６日に第７４
回ＮＨＫ全国学校音楽コンクール小学校
の部・長野県大会で金賞を受賞。９月８
日の関東甲信越ブロックコンクールでは奨
励賞を受賞するという快挙を成し遂げまし
た。ＷｉｎｇまつもとＲ.Ｇ.所属で堀金三田
の猪又涼子さんは、９月２２日から行われ
た北信越新体操ジュニア選手権大会Ｂ
競技で優勝。その将来性の高さから注目
を浴びています。また、市内在住の林喜
美さんは、海外青年協力隊としてケニア
への赴任が決まり、９月１８日に市へ報告
に訪れました。林さんは現地でエイズ対
策を講じるための活動を行います。

　今年で２回目の開催となる「安曇野
フェスタ」が９月２９日・３０日の両日、
国営公園あづみの公園で行われました。
 今年は、安曇野の自然・文化・伝統
などを体験し、安曇野の良さを実感す
る参加型イベントとして行われ、そば
打ちやわさび漬けづくり、ニジマスの
つかみ取りなど、さまざまな体験プロ
グラムが用意されました。また、メイ
ンステージでは、音楽やキッズダンス
のイベントなどが行われ、家族連れな
ど多くの人でにぎわいました。このほか、
地元の物産品の販売、地元企業の製品
や技術を紹介するブースもあり、訪れ
た人は、安曇野の多様な魅力を体感・
実感していました。

　市の友好都市である東京都武蔵野市の第
六中学校の生徒約１００人が９月１３日、豊科
高家にある田んぼで稲刈り体験をしました。
 この日の最高気温は２９℃。生徒たちは、
汗を拭いながら、地元農家などの指導を受
けて、元気に稲を収穫しました。黄金色に
輝く田んぼからは「カエル見つけた」「泥に
はまっちゃった」など、にぎやかな歓声が
響きました。同中学校は、以前から県内で
農業体験を実施していて、安曇野での稲刈
り体験は今回が初めてとなりました。

　敬老の日の高齢者祝賀事業として平林市長
が９月１２日、市内の男性最高齢者の小林達
郎さん（１０３歳）を訪問し、お祝い品を手渡し
ました。
 市長が小林さんに長寿の秘けつを尋ねると、
「まず夫婦円満であること。６０年以上連れ添
った妻とは、一度もケンカしたことがない」
と答えていました。
 　このほか市では、本年度８８歳を迎える
男女３６８人と１００歳を迎える男女１７人にお祝
い品を贈り、長寿を祝いました。
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明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学

習
施
設
ひ
ま
わ
り
で
は
、各
種
講
座

の
受
講
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

︻
ビ
ジ
�
ン
ヨ
ガ
講
座
︼

親
子
ヨ
ガ
　
〜
小
さ
い
お
子
さ
ん
連

　
れ
で
ど
う
ぞ
〜

一
般
向
け
　
〜
リ
ラ
ッ
ク
ス・
熟
睡
効

　
果
の
高
い
ヨ
ガ
〜

■
日
時
　
親
子
、一
般
と
も
に
毎
週
木

　
曜
日

　
親
子
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

　
一
般
＝
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

■
受
講
料

　
親
子
＝
１
回
　
１
、０
０
０
円

　
一
般
＝
１
回
　
１
、２
５
０
円

︻
社
交
ダ
ン
ス
教
室
︼

　
　
　
　
〜
初
心
者
歓
迎
〜

■
日
時
　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
午
後
７
時
３０
分
〜
９
時

■
受
講
料
　
１
回
　
７
５
０
円

︻
共
通
︼

■
講
師
　
島
岡
多
恵
子
さ
ん

■
申
し
込
み
　
電
話
で
直
接
施
設
へ

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習

　
施
設
ひ
ま
わ
り

　（
�
６２
・
２
０
０
１
�
６２
・
１
１
２
４
）

　
自
然
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

化
学
調
味
料
を
使
わ
ず
、
漬
物
を

お
い
し
く
漬
け
る
コ
ツ
な
ど
を
学
び

ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
７
日（
水
）・
１４
日（
水
）・

　
２１
日（
水
）・
２８
日（
水
）・
１２
月
５
日

　（
水
）　
午
前
１０
時
〜
正
午

■
場
所
　
三
郷
公
民
館
　

　
　
　
　
２
階
調
理
実
習
室

■
講
師
　
山
本
則
子
さ
ん

■
定
員
　
１６
人

■
受
講
料
 
１
、０
０
０
円（
５
回
分
）

■
材
料
費
　
１
回
５
０
０
円
程
度

■
申
し
込
み
　
１０
月
２９
日（
月
）８
時

　
３０
分
か
ら
三
郷
公
民
館
へ
電
話

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
な
ど
は
、参
加
者
に
後

　
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
三
郷
教
育
課

　（
�
７７
・
２
１
０
９
�
７６
・
３
０
７
７
）

　
中
国
の
長
い
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ
、

受
け
継
が
れ
て
い
る
養
生
法
気
功
八

段
錦
太
極
拳
で
は
、「
身
体
の
ひ
ず

み
は
姿
勢
が
ゆ
が
む
か
ら
現
れ
る
」

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
正
し
い
姿
勢
と
細
く
長
い
呼
吸

を
合
わ
せ
た
動
き
で
、精
神
の
安
定

と
健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
６
日
〜
１２
月
２５
日

　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日（
全
８
回
）

　
午
前
９
時
４５
分
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

　
あ
い
ホ
ー
ル

■
講
師
　
飯
島
重
男
さ
ん

■
定
員
　
２５
人

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円（
会
場
費
）

■
服
装
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、運

　
動
靴

■
申
し
込
み
　
１０
月
２９
日（
月
）か

　
ら
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　
り
ま
す
。

　
市
体
育
協
会
　
日
本
健
康
太
極
拳

　
同
好
会
　
飯
島（
�
８２
・
９
０
９
１
）

　
中
高
年
を
対
象
と
し
た
自
然
観

察
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
営
烏
川

緑
地
を
歩
き
、い
ろ
い
ろ
な
自
然
観

察
の
楽
し
み
方
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
１１
月
７
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

■
場
所
　
県
営
烏
川
渓
谷
緑
地

■
講
師
　
三
郷
公
民
館
職
員
・
公
園

　
ス
タ
ッ
フ
な
ど

■
参
加
方
法
　

　
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
地
集
合
・
現
地
解
散
に
な
り
ま
す
。

当
日
の
午
前
８
時
３０
分
ま
で
に
、
烏

川
渓
谷
緑
地
環
境
管
理
棟
駐
車
場

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
雨

天
の
場
合
は
、環
境
管
理
棟
で
座
学

を
行
い
ま
す
。

■
持
ち
物
な
ど
　

　
軽
食
・
水
筒
・
山
歩
き
に
適
し
た

　
服
装
（
長
ズ
ボ
ン
・
運
動
靴
・
ナ
ッ

　
プ
サ
ッ
ク
）

※
双
眼
鏡
や
カ
メ
ラ
、図
鑑
が
あ
る

　
場
合
は
、持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
三
郷
教
育
課
　

　（
�
７７
・
２
１
０
９
�
７６
・
３
０
７
７
）

　
光
城
山
で
落
葉
期
の
植
物
を
観

察
し
ま
す
。
里
山
歩
き
を
し
な
が
ら
、

自
然
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
１１
月
１７
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
光
城
山（
安
曇
野
市
）

■
講
師
　
飯
沼
冬
彦
さ
ん

　（
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）

■
定
員
　
２８
人

■
受
講
料
　
４
０
０
円（
受
講
料
・
入

　
館
料
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　
１０
月
３０
日（
火
）〜
１１

　
月
１１
日（
日
）ま
で
に
、田
淵
行
男

　
記
念
館
窓
口
に
受
講
料
を
添
え

　
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

　
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
田
淵
行
男
記
念
館

　
　
　
　
　
　（
�
・
�
７２
・
９
９
６
４
）

　
９
世
紀
の
安
曇
郡
南
部
の
古
代
集
落

を
取
り
上
げ
ま
す
。国
府
所
在
地
・
松

本
の
対
岸
に
位
置
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る

高
家
郷
は
、実
は
今
日
の
明
科
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
に
も
迫
り
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
１７
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３
０
分

■
会
場
　
穂
高
会
館
 
第
1
･
第
２

　
会
議
室

■
講
師
　
百
瀬
新
治
さ
ん（
南
木

　
曽
小
学
校
校
長
、前
長
野
県
立
歴

　
史
館
総
合
情
報
課
長
）

■
受
講
料
　
無
料

■
定
員
　
１
０
０
人

■
申
し
込
み
　
１０
月
２９
日（
月
）午
前

　
８
時
３０
分
か
ら
１１
月
１２
日（
月
）ま

　
で
に
文
化
財
保
護
係
に
電
話
で

　
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　

　
明
科
総
合
支
所
内
社
会
教
育
課
文

　
化
財
保
護
係

　（
�
６２・
４
５
６
５
�
６２・
３
５
２
５
）

　
臼
井
吉
見
文
学
館
は
、こ
の
地
を

舞
台
に
し
、安
曇
野
を
世
に
出
し
た

と
い
わ
れ
る
歴
史
長
編
小
説「
安
曇
野
」

を
執
筆
し
た
臼
井
吉
見
愛
用
の
品
や

生
原
稿
な
ど
、そ
の
足
跡
を
語
る
多

く
の
品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
文
学

館
友
の
会
で
は
、こ
の
文
学
館
の
創
設

期
の
出
来
事
や
臼
井
吉
見
に
つ
い
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
１１
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

■
場
所
　
堀
金
公
民
館
 
講
堂

■
講
師
　
橋
渡
良
知
さ
ん

■
参
加
費
　
無
料

　
臼
井
吉
見
文
学
館

　（
�
７２
・５
７
９
６
�
７２
・５
８
０
１
）

　
三
郷
村
誌
歴
史
編（
上
）の
執
筆
者

を
招
き
、研
究
の
成
果
や
発
見
さ
れ

た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
第
７
回
　
１１
月
１７
日（
土
）

　「
槍
ヶ
岳
開
山
播
隆
と
飛
州
新
道
」

　
講
師
　
降
旗
正
幸
さ
ん

◆
第
８
回
　
１１
月
２５
日（
日
）

　「
原
野
の
所
属
争
い
と
古
地
図
」

　
講
師
　
降
旗
正
幸
さ
ん

◆
第
９
回
　
１２
月
１
日（
土
）

　「
屋
敷
林
の
家
の
記
憶
」

　
講
師
　
田
中
薫
さ
ん

︻
共
通
︼

■
時
間
　
午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

■
場
所
　
貞
享
義
民
記
念
館
研
修
室

■
申
し
込
み
・
受
講
料
　
不
要

　
貞
享
義
民
記
念
館

　（
�
７７
・
７
５
５
０
�
７７
・
７
５
５
１
）

明
科
ひ
ま
わ
り
塾

各
種
講
座
の
ご
案
内

三
郷
公
民
館
　
自
然
観
察
会

市
体
育
協
会
中
高
齢
者
健
康
教
室

中
国
医
療
体
術
八
段
綿
太
極
拳

自
然
観
察
の
ス
ス
メ
１１
月
編

田
淵
行
男
記
念
館

お
も
し
ろ
自
然
教
室
第
8
回

秋
の
歴
史
集
中
講
座

安
曇
野
の
ル
ー
ツ
を
訪
ね
て

臼
井
吉
見
文
学
館
友
の
会
・
秋
の
講
演
会

臼
井
文
学
館
創
設
の
心

貞
享
義
民
記
念
館

三
郷
村
誌
歴
史
編
を
語
る
講
座

三
郷
公
民
館
　
成
人
学
級

自
然
食
材
を
使
っ
た
日
本
料
理
教
室



　
軽
井
沢
の
メ
ル
シ
ャ
ン
美
術
館
と

佐
久
市
立
近
代
美
術
館
を
訪
れ
ま
す
。

　
メ
ル
シ
ャ
ン
美
術
館
で
は
ミ
レ
ー
、

コ
ロ
ー
ら
バ
ル
ビ
ゾ
ン
派
の
作
品
か

ら
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
と
い
っ
た
印

象
派
の
展
覧
会
を
、
ま
た
佐
久
市
立

近
代
美
術
館
で
は
近
代
日
本
の
代
表

作
家
で
あ
る
平
山
郁
夫
の
作
品
、
二

紀
会
の
吉
野
純
画
業
６０
周
年
記
念
回

顧
展
を
鑑
賞
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
１４
日（
水
）

　
午
前
８
時
４５
分
穂
高
会
館
集
合

　
　
　
（
午
後
４
時
３０
分
終
了
予
定
）

■
対
象
　
市
内
在
住
の
成
人

■
定
員
　
３０
人

■
参
加
費
　
３
、５
０
０
円

　
　
　
（
入
館
料
・
昼
食
代
等
含
む
）

■
申
し
込
み
　
１０
月
３１
日（
水
）午
前

　
８
時
３０
分
〜
１１
月
７
日（
水
）ま
で

　
の
間
に
穂
高
会
館
窓
口
ま
で
、
参

　
加
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

　
切
り
ま
す
。

※
詳
細
は
参
加
者
に
別
途
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

　
穂
高
会
館
内
穂
高
教
育
課

　（
�
８２
・
５
９
７
０
�
８２
・
３
９
９
０
）

　
安
曇
野
市
と
そ
の
近
隣
に
は
美
術

館
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
さ
ら
に
親
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
教
育
委
員
会
と
安
曇
野

ア
ー
ト
ラ
イ
ン
の
共
同
企
画
で
開
催

し
ま
す
。

●
Ａ
コ
�
ス
　

　
（
大
町
市
、
白
馬
村
、
池
田
町
）

■
日
時
　
１１
月
１８
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
５
時

■
コ
�
ス
　
安
曇
野
市
役
所（
本
庁

　
舎
）集
合
〜
市
立
大
町
山
岳
博
物

　
館
〜
白
馬
三
枝
美
術
館
〜
ラ
フ
ォ

　
ー
レ
白
馬
美
術
館
〜
池
田
町
立
美

　
術
館
〜
安
曇
野
市
役
所（
本
庁
舎
）

　
解
散

●
Ｂ
コ
�
ス
　

　
（
安
曇
野
市
内
）

■
日
時
　
１２
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
１２
時
３０
分
〜
５
時

■
コ
�
ス
　
安
曇
野
市
役
所（
本
庁

　
舎
）集
合
〜
安
曇
野
ア
ー
ト
ヒ
ル

　
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
〜
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ
・

　
Ｋ
Ａ
Ｎ（
飯
田
善
国
美
術
館
）〜

　
大
熊
美
術
館
〜
絵
本
美
術
館
・

　
森
の
お
う
ち
〜
安
曇
野
市
役
所（
本

　
庁
舎
）解
散

■
対
象
 
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、

　
在
学
の
人

■
定
員
　
各
３２
人

■
参
加
費
　
１
人
　
１
、０
０
０
円

　（
当
日
集
金
　
バ
ス
代
、入
館
料
込
）

■
案
内
　
総
合
案
内
＝
小
林

明
 

　
さ
ん（
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
推

　
進
協
議
会
事
務
局
長
）

　
各
館
案
内
＝
各
館
の
館
長
ま
た
は

　
学
芸
員

■
申
し
込
み
　
１１
月
１
日（
木
）（
必

　
着
）で
往
復
ハ
ガ
キ
に
下
図
の
と

　
お
り
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

　
抽
選
と
し
、
は
が
き
に
て
結
果
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
。
Ａ
ま

　
た
は
Ｂ
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
を
ご

　
記
入
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

　
安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４

　
番
地
１
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

　
課
文
化
振
興
係

　
社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　（
�
６２
・
４
５
６
５
�
６２
・
３
５
２
５
）

　
穂
高
陶
芸
会
館
で
は
、
文
化
の
日

に
親
子
陶
芸
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
で
の
作
品
づ
く
り
を
通
し
て
、

文
化
の
秋
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
程
　
１１
月
３
日（
土
）

■
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
２
〜
３
時
間

■
場
所
　
穂
高
陶
芸
会
館

■
講
師
　
嶋
田
好
貴
さ
ん

■
対
象
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

　
と
そ
の
保
護
者

■
定
員
　
３０
人
程
度

■
受
講
料
　
大
人
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
子
供
　
８
０
０
円

　（
粘
土
５
０
０
㌘
と
指
導
料
・
焼

　
き
上
げ
ま
で
の
料
金
含
む
）

■
申
し
込
み
　
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
穂
高
陶
芸
会
館
　

　
　
　
　
　
　（
�
・
�
８２
・
６
７
５
０
）

　
市
の
各
図
書
館
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
と
共
に
図
書
館
資
料
の

対
面
朗
読
な
ど
の
事
業
を
予
定
し
て

い
ま
す
。こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
朗
読
の
基
本
や

図
書
館
に
お
け
る
障
害
者
サ
ー
ビ
ス

と
は
何
か
な
ど
を
学
び
ま
す
。
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１１
月
１
日（
木
）、８
日（
木
）、

　
１５
日（
木
）、２２
日（
木
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所
　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

　
学
で
講
座
修
了
後
に
朗
読
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き
る
人

■
定
員
　
５０
人
程
度

■
参
加
費
　
無
料

■
講
師
　
尾
崎
美
千
代
さ
ん

　（
詩
集
「
母
へ
の
詩
」
な
ど
著
書
多

　
数
。
県
内
各
地
で
朗
読
を
指
導
）

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化

　
振
興
係

　（
�
６２
・
４
５
６
５
�
６２
・
３
５
２
５
）

返信

往信

　
安
曇
野
美
術
館
め
ぐ
り

希
望
コ
ー
ス
名

（
ご
希
望
の
も
の
を
一
つ
）

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
ご
自
分
の
）

　
　
　
郵
便
番
号

　
　
　
ご
住
所
・
氏
名

安
曇
野
市
明
科
中
川
手

　
6
8
2
4
番
地
1

安
曇
野
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係
行

399 -7102

50

紹介する人

穂
高
公
民
館

秋
の
美
術
館
め
ぐ
り

教
育
委
員
会
・
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
共
同
企
画

安
曇
野
美
術
館
め
ぐ
り

ドキドキ・ワクワクお話の世界

11月の おはなし
図書館

さん

(明科七貴)

コ
ア
ジ
サ
シ
　

ふ
る
さ
と
を
忘
れ
た

渡
り
鳥

　毎回さまざまなテーマで「不思議」を取り上げ

ていて、とても楽しみにしている本です。中でも

今年の５月号は、子育てに必要な砂浜が埋め立て

などにより減少し、数が減っているコアジサシを

取り上げています。人間が都合よく生きるため、

知らないうちにこのような犠牲者ができてしまっ

ていることに、とても考えさせられました。小学

生からお年寄りまで、無理なく読めると思います。

赤木　淑子


穂
高
陶
芸
会
館

文
化
の
日
親
子
陶
芸
教
室

��広報����������広報�� ����������

図
書
館
朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

お
す
す
め
の
一
冊

豊科 ちいさいたんぽぽ（幼）・おはなしたんぽぽ（５歳以上）
豊科公民館和室
(Tel.72・2158)

１６日（金）１１：００～（幼児対象）
　　　　１６：３０～（５歳以上対象）

穂高 おはなしとしょかん
穂高会館講義室
(Tel.84・0111)

１７日（土）１０：３０～（幼児対象）
　　　　１１：２０～（５歳以上対象）

三郷 ポケットの会
三郷公民館講義室
(Tel.77・2109)

  １０日（土）１０：００～（幼児・小学生対象）

堀金 おはなしのへや
堀金図書館児童コーナー
(Tel.72・5796)

１４日（水）１１：００～（幼児対象）
２１日（水）１５：３０～（小学生対象）
　　　　１６：００～（保育園児対象）

明科 おはなしの会
ひまわり和室
(Tel.62・1122)

２４日（土）１１：００～（幼児対象）
　　　　１１：３０～（５歳以上対象）

＊大人も楽しめます。

﹁
月
刊

た
く
さ
ん
の
不
思
議

　
　
　
２
０
０
７
･
５
月
号
﹂

文
・
増
田
直
也

絵
・
荒
川
暢



��

information

��

…………………………………………………………

……………………………………………………………

……………………………………………………………

経済産業省から

使用期間の長い家電製品の

自主点検をお願いします。

……………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………

広報 ���������� 広報����������

 長期使用の扇風機が原因で、２人が亡く

なる火災事故が発生しました。ご家庭など

で長期使用している家電製品がある場合は、

必ず自主点検を行うようにしましょう。また、

異常がある場合は使用せず、修理をするな

どしましょう。

安
曇
野
市
名
誉
市
民

熊
井
啓
監
督
お
別
れ
の
会

　
長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県

最
低
賃
金
」が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
賃
金
の
確
認
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
別
最
低
賃
金

・
長
野
県
最
低
賃
金
　
６
６
９
円

 
　
　
　
　
　（
１０
月
２１
日
か
ら
適
用
）

　
松
本
労
働
基
準
監
督
署

 （
�
４８
・
５
６
９
３
�
４８
・
５
６
８
９
）

 
ま
た
は
大
町
労
働
基
準
監
督
署

 （
�
０
２
６
１
・
２２
・
２
０
０
１

　
�
０
２
６
１
・
２２
・
０
３
６
９
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
で
は
、
就
職

を
希
望
さ
れ
て
い
る
お
お
む
ね
４０
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
し
た
中
高
年
齢

者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
５
日（
月
）

 
　
　
　
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時

■
場
所
　
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ
３
階

 
　
　
　（
松
本
市
本
庄
１
‐２
‐１
）

■
参
加
予
定
企
業
　
４０
社

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
な
ど
は

　
不
要
で
す

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
企
画
部
門

 （
�
２７
・
０
１
１
１
�
２７
・
０
０
４
１
）

　
標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で

定
め
ら
れ
た
消
費
者（
利
用
者
）を
擁
護

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

 
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従

っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
「
理

容
店
」「
美
容
店
」「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」

「
め
ん
類
飲
食
店
」「
一
般
飲
食
店
」
で

は
、
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安
心
を

約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　（
財
）長
野
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

　
タ
ー（
�
０
２
６
・
２
３
５
・
３
６
１
２
）

長
野
県
内
の

最
低
賃
金
は
�
６
６
９
円

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

労
働
者
・
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
�
ワ
�
ク
松
本

中
高
年
齢
者
就
職
面
接
会

標
準
営
業
約
款
制
度

Ｓ
マ
�
ク
を
ご
存
じ
で
す
か

　秋から冬にかけて火災が多く発生する季節を迎えます。出火防止に努め、安
全・安心なまちづくりを心掛けましょう。また、１１９番通報のときは、火災や救
急などの災害種別や場所、状況などを慌てずに連絡するように心掛けましょう。
通報の遅れが被害の拡大を招く恐れもありますので、迅速・適正な通報をお願
いします。
 詳しくは最寄りの消防署へお尋ねください。

　豊科消防署（��７２・３１４５）　穂高消防署（��８２・３２６２）

 明科消防署（��６２・２９９２）　梓川消防署（��７８・２０９０）

秋の火災予防運動が始まります　11/９〜11/15

【防火標語】
「火は見てる　あなたが離れるその時を」

無
料
法
律
相
談

　
安
曇
野
市
名
誉
市
民
の
熊
井
啓
監

督
が
、
平
成
１９
年
５
月
２３
日
に
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

 
市
で
は
、
熊
井
監
督
の
ご
遺
徳
を

偲
ぶ
た
め
、
お
別
れ
の
会（
第
１
部
）

と
、
追
悼
映
画
会（
第
２
部
）を
開
催

し
ま
す
。

 
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
期
日
　
１１
月
１１
日（
日
）

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

◆
第
１
部
　
お
別
れ
の
会
◆

 
　
時
間
　
午
前
１１
時
〜
正
午

◆
第
２
部
　
追
悼
映
画
会
◆

　
　
時
間
　
午
後
１
時
〜
３
時

・
上
映
作
品
　

�﹁
愛
す
る
﹂︵
１
９
９
７
年
︶

 
　
熊
井
監
督
１７
作
目
。
安
曇
野
で

　
　
も
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

◆
熊
井
啓
監
督
追
悼
展

■
日
時
　
１１
月
７
日（
水
）〜
１１
日（
日
）

 
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分

▼
場
所
　
豊
科
郷
土
博
物
館

▼
内
容
　
熊
井
監
督
作
品
の
シ
ナ
リ
オ

　
　
　
　
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
展
示

　
本
庁
舎
内
秘
書
課

 （
�
７１
・
２
０
０
０
�
７１
・
５
０
０
０
）

　
市
で
は
、
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
、
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
８
日（
木
）

 
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
１
階
相
談
室

■
相
談
人
数
　
８
人

■
相
談
時
間
　
１
人
２０
分

■
申
込
方
法
　
１１
月
１
日（
木
）の
午
前

　
９
時
〜
正
午
ま
で
に
電
話
で
総
務

　
部
総
務
課
庶
務
係
へ
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。
先
着
順
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
の
で
、
受
付
時
間
内
に
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
し

　
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な

　
り
ま
す
。

　
本
庁
舎
内
総
務
部
総
務
課

 （
�
７１
・
２
０
０
０
�
７１
・
５
０
０
０
）

　
運
転
免
許
更
新
者
を
対
象
と
し
た

特
定
任
意
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
１１
月
１５
日（
木
）

 
受
付
　
午
後
６
時
〜
６
時
５０
分

 
開
始
　
午
後
７
時
〜

■
場
所
　
堀
金
総
合
支
所
３
階
大
会
議
室

■
対
象
　
平
成
１９
年
１１
月
１６
日
〜
平
成

　
２０
年
５
月
１５
日
の
間
が
免
許
証
更

　
新
期
間
の
人
。

※
７０
歳
以
上
の
人
は
高
齢
者
講
習
が

　
必
要
な
た
め
対
象
外
で
す
。

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
・
筆
記
用

具■
講
習
料
　
１
、７
０
０
円（
当
日
持
参
）

　
安
曇
野
警
察
署
内
安
曇
野
交
通
安

　
全
協
会
（
�
７２
・
２
２
６
３
）

運
転
免
許
証


特
定
任
意
講
習
会

　穂高町まちづくり条例・安曇野市宅地造
成事業に関する指導要綱に基づき市長が認
めた開発事業です。
※今回から市内全地域の承認された開発事業を掲載

　していきます。

穂高地域（承認日　平成１９年９月１３日）

■小林興業株式会社の開発事業

 ・場　　所　穂高有明７５３４番１他１筆

 ・開発面積　１３,６０４.７４㎡

 ・目　　的　工場の増築工事

■有限会社コスモ開発の開発事業

 ・場　　所　穂高５５１８番５他１筆

 ・開発面積　６２６.０７㎡

 ・目　　的　建売住宅２棟の建設

■株式会社タイヤショップピットインの開

発事業

 ・場　　所　穂高柏原２１２８番６他１筆

 ・開発面積　１,３８７.１７㎡

 ・目　　的　タイヤ・ホイール販売店建設

■株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ

 長野支店の開発事業

 ・場　　所　穂高牧２０５０番１

 ・開発面積　１.７５㎡

 ・目　　的　無線通信基地局の設置

堀金地域（審査日　平成１９年８月２９日）

■株式会社えのきボーヤの開発事業

 ・場　　所　堀金三田８６６番

 ・開発面積　１,００１.６３㎡

市内の開発事業の承認および審査
【平成19年8月
開発審査分】

し
の　

長
野
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者

個
人
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単
・
無
料
で
、

労
使
双
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
の
例

・
会
社
か
ら
納
得
で
き
な
い
理
由
で

　
突
然
解
雇（
リ
ス
ト
ラ
）さ
れ
た
。

・
配
転
命
令
を
出
し
た
が
、
従
業
員

　
に
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
。

　
長
野
県
労
働
委
員
会
事
務
局

 （
�
０
２
６
・
２
３
５
・
７
４
６
８

　
�
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
６
７
）

・
・
・
・
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安
曇
野
市
外
一
市
山
林
組
合

﹁
除
伐
・
間
伐
体
験
隊
員
﹂

　
市
で
は
、
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

■
職
種
　
看
護
師

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　

・
准
看
護
師
以
上
の
資
格
が
あ
る
人

・
週
に
２
日
以
上
勤
務
可
能
な
人

■
勤
務
場
所
　
安
曇
野
市
夜
間
急
病

　
セ
ン
タ
ー（
安
曇
野
市
医
師
会
館
内
）

■
勤
務
日
　
月
曜
日
〜
土
曜
日

 （
日
曜
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
勤
務
時
間
　

 
午
後
６
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

■
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
て
穂
高

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
健
康
推
進
課

に
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限
　
１１
月
１６
日（
金
）

　
〒
３
９
９‐８
３
０
３

 
安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

 
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 
健
康
推
進
課

　（
�
８１
・
０
７
２
６
�
８１
・
０
７
０
３
）

 
　

　
市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
の
就

業
を
支
援
す
る
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
の
支
給
割
合
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
母
子

家
庭
の
母
等
が
就
業
の
た
め
に
資
格

を
取
得
し
た
と
き
、
受
講
料
に
対
し

て
補
助
を
す
る
事
業
で
す
。

■
変
更
内
容

  ※
制
度
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内

 
健
康
福
祉
部
児
童
保
育
課

　（
�
８１
・
０
７
２
７
�
８１
・
０
７
０
３
）

 
特
定
疾
患
患
者
の
皆
さ
ん
に
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
次
の
と
お
り

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
平
成
１９
年
１１
月
１
日
現
在
、

　
安
曇
野
市
に
引
き
続
き
６
カ
月
以

　
上
住
所
を
有
す
る
人
で
県
か
ら
次

　
の
受
給
者
証
・
受
診
券
の
い
ず
れ

　
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

・
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診
券

■
見
舞
金
の
額
　
１
万
２
、０
０
０
円

■
申
請
方
法
　
お
近
く
の
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
ま
で
次
の
も
の
を

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
各
受
給
者
証
、
受
診
券
の
写
し

・
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

・
振
込
先
の
分
か
る
通
帳
な
ど（
郵
便

　
局
以
外
の
金
融
機
関
の
も
の
）

■
申
請
期
限
　
１１
月
３０
日（
金
）

※
土
・
日
・
祝
日
の
受
け
付
け
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た
は

　
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　（
�
８１
・
０
７
２
４
�
８１
・
０
７
０
３
）

　
安
曇
野
市
歯
科
医
師
会
で
は
、
１１

月
８
日
の
い
い
歯
の
日
に
合
わ
せ
て

次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

無
料
歯
科
検
診

■
日
時
　
１１
月
１７
日（
土
）

 
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
３０
分

■
場
所
　
豊
科
保
健
セ
ン
タ
ー

 
　
　
　（
豊
科
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
隣
）

■
内
容（
す
べ
て
無
料
）

・
歯
科
検
診

・
フ
ッ
化
物
塗
布

・
入
れ
歯
へ
の
名
前
入
れ（
要
予
約
）

　
丸
山
歯
科
医
院
（
�
７２
・
２
２
０
２
）

無
料
訪
問
歯
科
検
診

■
対
象
　
在
宅
療
養
中
で
、
自
力
で

 
の
通
院
が
で
き
な
い
人

■
申
込
方
法
　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
問

　
い
合
わ
せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。
訪
問
は
、
申
し
込
み
順
で
す
。

　
検
診
結
果
に
よ
っ
て
、
治
療
・
口

　
腔
ケ
ア
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
後

　
日
対
応
し
ま
す
。
事
前
の
ア
ン
ケ
ー

　
ト
、
訪
問
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い

　
て
は
相
談
し
ま
す
。

　
高
橋
喜
博
歯
科
医
院

　
　
　
　
　
　（
�
・
�
７３
・
３
７
７
１
）

　
安
曇
野
市
外
一
市
山
林
組
合（
安
曇

野
市
・
松
本
市
）で
は
、
除
伐
・
間
伐

な
ど
の
施
業
を
実
施
し
ま
す
。

 
山
林
施
業
者
の
指
導
を
受
け
、
里
山

で
ヒ
ノ
キ
林
の
除
伐
・
間
伐
を
行
い
ま
す
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、

汗
を
流
し
て
地
域
の
山
を
育
て
る
喜
び

を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
、
友
だ
ち

な
ど
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
１１
月
１０
日（
土
）

 
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
翌
１１
日（
日
）

■
集
合
場
所
　

 
豊
科
広
域
葬
祭
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
安

　
曇
野
市
豊
科
大
口
沢
国
道
１
４
３

　
号
を
左
折
し
、
松
本
市
四
賀
地
区

　
方
面
へ
）

■
作
業
場
所
　
豊
科
広
域
葬
祭
セ
ン
タ
ー

　
北
側
の
組
合
所
有
ヒ
ノ
キ
林

■
持
ち
物
　
帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

　
長
靴
ま
た
は
底
の
厚
い
靴
、
汗
ふ
き

　
タ
オ
ル
、
ナ
タ
、
雨
具
、
軍
手
な
ど

※
折
り
た
た
み
ノ
コ
ギ
リ
は
組
合
で
用

　
意
し
ま
す
。

■
日
程
　
午
前
１０
時
か
ら
正
午
こ
ろ
ま

　
で
作
業
を
行
っ
た
後
、
用
意
し
ま
し

　
た
お
弁
当
を
食
べ
、
現
地
解
散
と
な

　
り
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
小
学
校
高
学
年
以
上

　（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

※
参
加
費
無
料
で
、
傷
害
保
険
に
も
加

　
入
し
ま
す
。

■
定
員
　
５０
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法
　
１０
月
２９
日
〜
１１
月
６
日

　
ま
で
に
安
曇
野
市
外
一
市
山
林
組
合

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
安
曇
野
市
外
一
市
山
林
組
合
事
務
局

　（
三
郷
総
合
支
所
耕
地
林
務
課
内
事

　
務
局
）

　（
�
７７
・
３
１
１
１
�
７７
・
６
０
６
０
）

安
曇
野
市

夜
間
急
病
セ
ン
タ
�
看
護
師
募
集

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

支
給
割
合
の
変
更

工 　  事  　 名 工　事　個　所 請　負　者 請負代金

（単位：円）入札契約結果（平成19年8月分）

　穂高南小学校大規模改造工事

 （国補・市単）特環公共下水道新屋２１工区管渠工事

 （国補・市単）公共下水道下飯田北幹線第２工区管渠工事

 （国補）公共下水道烏川水管橋架設（上部工）工事

 （国補）公共下水道重柳北７号、８号マンホールポンプ設置工事

 （市単）公共下水道中曽根中央枝線第２工区管渠工事

 交付金交安事業市道穂高１級１５号線歩道設置工事

 市単道路維持事業市道豊科１級１６号線上下水道舗装本復旧工事

 市道新設改良事業中条北村排水路整備工事

 市道新設改良事業市道明科宮本４６号線道路改良工事

 安曇野市穂高第１マンホールポンプ場制御盤移設工事

 市単道路維持事業市道豊科中部２９号線他１１路線上下水道舗装本復旧工事

 （国補・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（国道１９号豊科光２工区）工事

 （国補・市単）公共下水道白金・重柳工区管渠工事

 （交付金・市単）公共下水道熊倉二本木第１工区管渠工事

 （国補・市単）公共下水道真々部西枝線第２工区管渠工事

 （交付金・市単）汚水処理施設整備北穂高幹線第１０工区管渠工事

 市単道路維持事業市道豊科中部３０２号線他１路線上下水道舗装本復旧工事

 （市単）公共下水道関連路面復旧（柏原久保田工区）工事

 （交付金・市単）汚水処理施設整備狐島枝線４－２工区管渠工事

 （国補・市単）公共下水道上鳥羽中央枝線第２工区管渠工事

 （国補・市単）公共下水道重柳北部第２工区管渠工事

 （国補）特環公共下水道古厩１６工区管渠工事

 （国補・市単）公共下水道重柳北部第３工区管渠工事

 市単道路維持事業市道豊科１級２９号線他６路線上下水道舗装本復旧工事

 穂高西小学校身障者トイレ増築工事

 （国補・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（真々部地区）工事

 有明会館２階会議室改修工事

 （国補・市単）公共下水道関連道路占用路面復旧（吉野・本村工区）工事

 堀金学校給食センター増築工事

 安曇野市防災行政無線設備設置工事

 穂高南小学校

 穂高有明

 豊科高家

 穂高牧・柏原

 豊科南穂高

 豊科高家

 穂高有明

 豊科

 明科光

 明科中川手

 穂高

 豊科

 豊科光

 穂高・豊科南穂高

 豊科高家

 豊科高家

 穂高北穂高

 豊科

 穂高柏原

 穂高北穂高

 豊科

 豊科南穂高

 穂高有明

 豊科南穂高

 豊科高家

 穂高西小学校

 豊科高家

 有明会館

 豊科

 堀金烏川

 堀金総合支所他４支所及び松本広域消防局内

    42,819,000 

 20,475,000 

 38,745,000 

 46,515,000 

 14,175,000 

 6,457,500 

 5,586,000 

 14,175,000 

 5,880,000 

 3,643,500 

 2,835,000 

 22,050,000 

 31,500,000 

 40,687,500 

 35,700,000 

 17,850,000 

 69,195,000 

 8,925,000 

 1,879,500 

 49,245,000 

 28,140,000 

 18,900,000 

 18,585,000 

 16,170,000 

 32,760,000 

 3,148,950 

 5,355,000 

 4,593,750 

 12,600,000 

 10,290,000 

 53,025,000 

 ㈱赤羽組                                

 横山建設㈱                              

 ㈱ワークメイト                          

 綿半インテック㈱　松本支店              

 ㈱メエップ                              

 ㈲藤原興業                              

 ㈱大丸組                                

 猿田建設㈱                              

 ㈲竹内土建                              

 ㈲作和建                                

 日立プラントテクノ㈱　信越支店          

 ㈱佐原建設                              

 ㈱山本組                                

 ㈱大丸組                                

 ㈱山本組                                

 曽根原建設㈱                            

 ㈱赤羽組                                

 ㈱武井建設                              

 ㈱松澤組                                

 ㈱関組                                  

 立商工事㈲                              

 ㈱佐原建設                              

 日立プラントテクノ㈱　信越支店          

 ㈱武井建設                              

 ㈱振興建設                              

 ㈱岡村工務店                            

 立商工事㈲                              

 曽根原建設㈱                            

 猿田建設㈱                              

 横山建設㈱                              

 ㈱日立国際電気　長野営業所

健

康

・

福

祉

【変更前】

 対象講座の受講料の４割を補助
　します。ただし、８,００１円以上
　２０万円まで。

�

【変更後】

 対象講座の受講料の２割を補助
　します。ただし、４,００１円以上
　１０万円まで。

特
定
疾
患
患
者
の
見
舞
金
支
給

﹁
い
い
歯
の
日
﹂
イ
ベ
ン
ト

募

集

こ
う

く
う

景観検討ワークショップ

　関東農政局中信平第二期農業水利事業所では、
「農業用水路の安全柵の景観ワークショップ」を
開催します。参加を希望する人は、応募要領をご覧
の上、お申し込みください。
■初回開催予定日　１１月１３日（火）  午後７時～９時
■申込期限　１１月６日（火）（当日消印有効）
■応募要領配布・問い合わせ

　①関東農政局中信平二期農業水利事業所
　　松本市大字島立２１６７-５（�４０・５５２１ �４８・０３１２）
　②ホームページ　
　　http://www.kanto.maff.go.jp/nou_seibi/2/c820/menu.htm
　③安曇野市役所耕地林務課（�７７・３１１１ �７７・６０６０）
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人事行政の
運営等の状況
安曇野市の職員数や職員給与等の

状況について公表します。

職員数の状況

（注）地方公共団体定員管理調査の数値です。職員数は一般職に属
する職員数であり、休職者などを含み、臨時または非常勤職
員を除いています。

（注）人事課が管理している研修項目の集計です。

部　門
職員数（人）

H１８.４.１ H１９.４.１

対前年
増減数

一般行政

特別行政

公営企業等

合　計

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

労 働
農林水産

商 工

土 木

小 計

教 育

水 道

下 水 道

そ の 他

小 計

６

１７５

５２

２１０

５０

１

５４

１７

５５

６２０

９２

３２

２７

５１

１１0
８２２

６

１７２

５３

２０１

５７

１

５１

１７

５３

６１１

８９

３１

２６

４７

１０４
８０４

０

ー３

１

ー９

７

０

ー３

０

ー２

ー９

ー３

ー１

ー１

ー４

ー６
ー１８

給
　
料

報
　
酬

区分 月額 期末手当

区　　分 種　　　　類 人　　数

市 長

副市長

収入役

議 長

副議長

議 員

９２８,０００円

７６８,０００円

６８１,０００円

４５９,０００円

３８３,０００円

３６０,０００円

６月期　１.６０月分

１２月期　１.７０月分

計　３.３０月分

特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間

　職員は原則として休憩時間を除く１日８時間（午前８時３０分～午後５時１５分）勤務です。休日は原則とし
て土・日、祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

（２）年次休暇の取得状況
　平成１８年中の一人当たりの平均取得日数は８.０日でした。

（３）育児休業の取得状況
　平成１９年４月１日現在育児休業中の職員は２６人でした。

職員の分限および懲戒処分の状況
　分限処分とは、公務能率の維持を目的に職員になされる処分です。懲戒処分は、職員の義務違反に対す
るものや全体の奉仕者にふさわしくない非行のあった場合になされる処分です。
 １８年度中の処分件数は、分限処分が３人（休職）、懲戒処分はありませんでした。

職員の研修の状況

職員の福祉および利益の保護の状況
（１）健康診断などの実施状況 

　平成１８年度の健康診断受診者数は３６１人、人間ドック受診者数は２９１人、がん検診受診者数は延べ９５人で
した。

（２）職員互助会の設置
　地方公務員法第４２条に基づき安曇野市職員互助会を設置し、職員の健康増進、その他厚生に関する事業
を実施しています。

（３）公務災害の認定状況
　公務や通勤途上の災害により負傷または死亡した場合には、一定の補償が行われます。平成18年度中の
災害認定は２件でした。

（４）不利益処分に関する不服申し立ての状況等
　平成１８年度、勤務条件に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申し立てはありませんでした。

管理職研修、法制執務研修　等

税務管理・徴収事務研修、法令実務研修　等

一般行政職員研修・係長研修　等

県等への派遣研修

２８９人

８２人

２５人

５人

一 般 研 修

専 門 研 修

階 層 別 研 修

派 遣 研 修

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には特別職（市長等、審議会委員など）に支給される給料、報酬等を含みます。

（2）職員給与費の状況（一般会計予算）

（注）職員手当には退職手当を含みません。当初予算に計上された額です。

（4）職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成１９年４月１日現在）

（注）平均給与月額とは、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計したものです。

（7）職員の手当の状況

○退職手当（平成１９年４月１日現在）

（注）国、県と同じ支給率です。

○その他の手当（平成１９年４月１日現在）

（5）職員の初任給の状況（平成１９年４月１日現在） （6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成１９年４月１日現在）

（3）ラスパイレス指数（給与水準）の状況

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員を１００ とした場合の給与水準を示す指数です。

職員の給与の状況

区 分 住 民 基 本 台 帳 人 口
（平成１９年３月３１日現在）

歳 出 額 （ A ） 実 質 収 支 人 件 費 率
（ B ／ A ）

人 件 費 （ B ）

１８年度 ９７,２００人 ３５,６８０,６４８千円 １９２,９３３千円 ６,０３３,６２７千円 １６.９%

区 分

１９年度

職 員 数
（ A ）

７４０人 ２,９１９,９８０千円 ３３２,５１０千円 １,２０４,６５６千円 ４,４５７,１４６千円 ６,０２３千円

給 与 費

給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計（B）
１人当たり給与費
（ B ／ A ）

区 分 安 曇 野 市 全 国 市 平 均

１８年度 ９５.５ ９７.４

区 分

区 分

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

安 曇 野 市

長 野 県

平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平 均 年 齢
３４５,３０４円

３６６,６４８円

３８０,０１９円

４３２,５０５円

３６０,６０５円

３３５,６０４円

３６５,３３５円

３７３,３９６円

５６歳９月

４７歳１月

４４歳５月

４５歳１月

安曇野市

一般行政職

一般行政職
大学卒 １７６,８００円

１４２,８００円 １３８,４００円 １３８,４００円

１７０,２００円
Ⅰ種　１７９,２００円

Ⅱ種　１７０,２００円

高校卒

長 野 県 国
区 分

経 験 年 数

大学卒

高校卒

７年以上１０年未満 １０年以上１５年未満 １５年以上２０年未満

２３９,８７８円 ２８２,６５２円 ３２４,７８４円

２０１,０００円 ２４１,５００円 ２８０,４２６円

区 分
支 給 率

自 己 都 合 勧 奨 ・ 定 年

職務上の段階による加算措置　有

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度額

２３.５０月分 ３０.５５月分

３３.５０月分 ４１.３４月分

４７.５０月分 ５９.２８月分

５９.２８月分 ５９.２８月分

手 当 名

管 理 職 手 当

時間外勤務手当

扶 養 手 当

寒 冷 地 手 当

内 　 　 　 容

時間外の勤務１時間につき、給料月額を基本とした時間単価の１２５％～１６０％を支給

職制上の段階により支給

主として職員の扶養を受けて生活している親族のある職員に支給されます。
○配偶者　月額１３,０００円　　○配偶者以外の扶養親族　月額６,０００円
１１月～３月の各月に支給　○扶養親族のある世帯主　月額　１７,８００円
 　　　　　　　　　　　 ○扶養親族のない世帯主　月額　１０,２００円
 　　　　　　　　　　　○その他の職員　　　　　月額　 ７,３６０円

住 居 手 当 ○新築住宅（５年以内）の場合  月額２,５００円　　○借家等の場合　月額２７,０００円限度

宿 日 直 手 当 宿日直１回につき　４,２００円（３時間未満　１,５００円）

特 殊 勤 務 手 当
○感染症等防疫作業手当　　日額５００円　○行旅死病人取扱手当　１件１,５００円～２,５００円
○犬猫等死体処理作業手当　１件５００円　○野犬等処理作業手当　１件５００円
○福祉業務手当　　日額３００円～５００円

通 勤 手 当 ○交通機関利用の場合　　通勤に要する運賃相当額（月額５５,０００円限度）
○自動車等を利用の場合　（片道２km以上）月額２,０００円～（片道６０km以上）月額２４,５００円

○期末手当・勤勉手当（平成１９年４月１日現在）

（注）国、県と同じ支給割合です。

区 分
支 給 割 合

期 末 手 当 勤 勉 手 当

６月 期
１２月 期

計

１.４０月分
１.６０月分

３.００月分

０.７２５月分
０.７２５月分

１.４５月分

職務の級による加算措置　有



健康診査を受けるための条件

健康診査を受けるための条件は「医
療機関で受けられる」が４９.７%、「現
状のままでも集団健診を受ける」
が４７.５％と、この２項目の割合が高
く、半数近くを占めています。次
いで「近所の集会所や公民館で受け
られる」が１３.７％となっています。
（回答数９３０人）

調  査  概  要

腹囲（へそ周り）の状況

①調査対象　

 ３５歳以上７５歳未満の安曇野市
　の国民健康保険被保険者２,０００
　人（無作為抽出）
②配布方法　

 郵送による調査票の配布・回収
③調査期間　

 平成１９年７月２５日～８月８日
④回収数　　

 ９３０票（回収率４６.５％）

男性で腹囲（へそ周り）が８５ｃｍ以上、
女性で腹囲が９０ｃｍ以上あると、メ
タボリックシンドローム予備軍に該
当しますが、男性では腹囲が８５cm
以上の人が５３.１%、女性では腹囲が
９０cm以上の人が２４.９%となってお
り、男性の半数以上、女性の１/４程
度がメタボリックシンドロームの可
能性があります。（回答数 男性３８４
人、女性５１９人）

健康診査を受診しない理由

健康診査を受けていない２８２人にそ
の理由を尋ねたところ、「病院に通院
している」が３８.７%と最も多く、次
いで「受けに行くことが面倒だから」
が２５.５%、「時間と日時の都合をつけ
られない」が２２.３％となっています。
（回答数 ２８２人）

���� 広報 広報����������

特定健診・特定保健指導
�実施に向けたアンケート調査の結果

 市では、来年４月から国民健康保険の特定健診・特定保健指導の実
施に向けて、「特定健康診査等実施計画」の策定を進めています。この計
画は、新制度運用の基礎となるもので、被保険者の生活習慣病の効果的
な予防を図るため計画されるものです。そこで、この計画の策定にあたり、
国民健康保険に加入している皆さんの健康診査に対する状況などを把握
するためのアンケート調査を行いました。その結果の一部を紹介します。

 調査報告書の全文は市民課国保年金係窓口、または市ホームページでご覧いただけます。市
では、この調査結果を踏まえて、市民の皆さんのご意見を反映した計画にしていきたいと考え
ています。計画へのご意見などはお気軽に下記までご連絡ください。
　市民課国保年金担当（�８２・３１３１  �８２・６６２２）または市ホームページ問い合わせフォーム

無回答
５.５％

無回答
５.２％

【男性】 【女性】

腹囲８５cm以上
５３.１％

腹囲８５cm未満
４１.４％

腹囲９０cm以上
２４.９％

腹囲９０cm未満
６９.９％

１６.０
２.５

１６.７
２２.３

９.２
６.０

２５.５
４.６

７.４
３.５

３８.７

忙しくて受ける時間がない
健康診査の情報を知られたくない

受けるための費用が高い
時間と日時の都合をつけられない

自分の健康に自信がある
病気が見つかることが怖い

受けに行くことが面倒だから
健康診査は必要ないと思っている

病院に通院している
その他
無回答

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％

４７.５

４９.７

５.２

３.７

６.３

９.９

１３.７

現状のままでも集団健診を受ける

医療機関で受けられる

近所の集会所や公民館で受けられる

土日・祝日に受けられる

夜間に受けられる

その他

無回答

０％ １０％ ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ ６０％

来年４月から医療制度改革により

特定健診・特定保健指導が
始まります。

　
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
従
来
実

施
し
て
い
る
基
本
健
診
に
代
わ
り
、

医
療
保
険
者（
市
で
は
国
民
健
康
保
険
）

が「
特
定
健
康
診
断
・
特
定
保
健
指
導
」

を
来
年
４
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

 
こ
の
制
度
は
、
市
が
実
施
し
て
い

た
基
本
健
診
が
市
の
国
保（
医
療
保
険

者
）と
し
て
、
４０
歳
か
ら
７４
歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
置
い

た
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
、
一
問
一
答
に
ま
と
め
ま
し
た
。

 
 
ど
こ
が
実
施
す
る
の
？

 
 
加
入
し
て
い
る﹁
医
療
保
険
者
﹂ 
 
 

 
 
が
実
施
し
ま
す
。

 
　

　
医
療
保
険
者
と
は
、
国
民
健
康
保
険
・

政
府
管
掌
健
康
保
険
・
組
合
健
保
・

共
済
組
合
な
ど
を
い
い
ま
す
。
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
証
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

  
　
対
象
者
は
？

 
 
法
令
上
は
４０
歳
か
ら
７４
歳
が
対

 
 
象
で
す
。

  
市
で
は
、
３５
歳
以
上
４０
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人
と
７５
歳
以
上
の

人
の
健
診
は
、
従
来
と
同
じ
く
健
診

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
検
討
中
で
す
。

 
　

 
 
健
診
・
保
健
指
導
の
内
容
は
？

 
 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

 
 
に
着
目
し
た
健
診
・
保
健
指
導

 
 
制
度
で
す
。

 
　

 
検
査
項
目
は
国
が
定
め
、
現
在
、

市
で
行
っ
て
い
る
基
本
健
診
と
は
、

若
干
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

 
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）を
特
定
す
る
た
め
の

健
診
が
重
点
的
に
行
わ
れ
、
健
診
結

果
に
応
じ
た
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 
な
お
、
生
活
習
慣
病
は
突
然
発
症

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
か
ら
の

健
診
結
果
よ
り
予
兆
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
必
ず
年
に
１
回
は
健
診

を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と
は

 
市
民
課
国
保
年
金
担
当

 （
�
８２
・
３
１
３
１
�
８２
・
６
６
２
２
）

健
診
・
保
健
指
導
に
関
す
る
こ
と
は

　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

 （
�
８１
・
０
７
２
６
�
８１
・
０
７
０
３
）

QAQA

QA
メタボリックシンドローム

 
メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）は、

進行すると心臓病・糖尿病の合併症を発症する危

険性が高まります。これは健康を損なうばかりで

なく、医療費の増大という問題も生じます。新し

い健診制度を活用することで、人も会計も健康な

状態を保つことを目指します。

セルフチェックリスト
次の項目に当てはまるかチェックしてみてください。１に加え、2～4（高脂血症、高
血圧、糖尿病）のうち２つ以上にあてはまるとメタボリックシンドロームです。

1　 肥満（おへその高さ腹囲を測る）

2　 中性脂肪

3　 高血圧

4 　高血糖

□
男性　
85�以上
□
女性　
90�以上

□
中性脂肪

150���以上
　　　　　または

□
HDLコレステロール

40���未満

□
収縮期血圧（最高血圧）

130mmHg以上
　　　　　または

□
拡張期血圧（最低血圧）

85mmHg以上

□
空腹時血糖値


110���以上　　　　　

※メタボリックシンドローム診断基準検討委員会より



暮らし疑問

一問一答！
　
糖
尿
病
は
全
国
的
に
年
齢
と
と
も

に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

 
市
の
状
況
を
み
る
と
、
糖
尿
病
で

医
者
に
か
か
っ
た
人
は
５０
歳
代
か
ら

急
激
に
増
加
し
て
い
て
、
受
診
者
は

各
年
代
と
も
男
性
が
女
性
よ
り
も
多

い
状
況（
下
図
参
照
）で
す
。

 
ま
た
、
市
の
基
本
健
康
診
査
で
も
、

年
代
が
上
が
る
に
つ
れ
て
注
意
が
必

要
な
人
の
割
合
が
増
加
し
、
各
年
代

と
も
男
性
が
女
性
よ
り
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

 
糖
尿
病
は
合
併
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
こ
う
そ
く

な
ど
の
誘
因
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
予
防
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
は
、
食
事

や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

肥
満
予
防
を
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
健
康
へ
の
関
心
が
低
い
と
い

わ
れ
る
若
い
年
代
、
そ
し
て
男
性
は
、

特
に
注
意
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。

11月1日～30日

休日当番医

覚えておきたい

安曇野の味
キノコの白あえ

数字で探る

私たちの健康

糖
尿
病
 
50
歳
代
か
ら
男
性
に
増
加
！

今月の料理人

穂高有明

飯島 文子さん

堀内医院

根津内科医院

丸山内科クリニック

中島歯科医院

飯田医院

中田医院

中島整形外科

堀金歯科医院

伊藤医院

高橋医院

鶴見医院

山本歯科医院

やざき診療所

石田医院

池田医院

みずほ歯科医院

宮澤医院

信濃内科循環器科医院

白木医院

丸山整形外科医院矯正歯科

清沢医院

楢本内科医院

たかはしクリニック

松村歯科医院

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[穂高]

[穂高]

[豊科]

[堀金]

[明科]

[穂高]

[豊科]

[豊科]

[明科]

[豊科]

[三郷]

[三郷]

[明科]

[穂高]

[三郷]

[豊科]

[穂高]

[豊科]

[三郷]

[明科]

82-3324

82-8382

72-6188

73-5701

83-5061

82-2339

72-3543

72-6975

62-2051

82-2561

72-4500

72-5748

62-2360

72-2766

77-2055

77-7111

62-2052

82-7722

77-2134

72-7000

82-7600

73-0616

77-7880

62-2048

3日・祝

4日・日

11日・日

18日・日

23日・祝

25日・日

気
を
付
け
た
い
。ガ
ラ
ス
び
ん
の
分
別

 ガラスびんは、ビールびんや
一升びんなど洗浄して繰り返し
使うことで資源もエネルギーも
節約できる「リターナブルびん」
と、空きびんを溶かして再利用
する「ワンウェイびん」に大別で
きます。
 昨年度、市内の各家庭から
「ワンウェイびん」などの資源と
して出されたガラスびんは約
520㌧。その内、「無色びん」と「茶
色びん」は、まず市内の事業者
が収集を行い、松川村の施設で
保管された後、岐阜県にある再
資源工場で選別・破砕・洗浄が
行われ、カレットと呼ばれるガ
ラス原料になります。そして、
これらのカレットは、同じ岐阜
県の成型工場に運ばれ、清涼飲
料や調味料のびんに生まれ変わ
っています。
 同じく収集された「その他の
色のびん」は、市内の再資源工
場に運ばれ、細かく破砕した後、
アスファルトと混ぜられ道路の
補修材として利用されています。
 リサイクルの推進とともに、
日本で生産されたガラスびんの
約９割にカレットが使われてお
り、ガラスびんは、まさにリサ
イクルの優等生だといえます。
 キャップを取り除く、中を洗
ったかなど、もう一度確認し、
すべてが資源として生かされる
ようご協力をお願いします。

食物繊維豊富なキノコと豆腐を使ったヘルシーな
一品。山採りのキノコを代用しても美味です。

び
ん
原
料
の
９
割
は
空
び
ん
か
ら
で
き
た
カ
レ
ッ
ト
で
す
。

※変更になることがあります。  ご利用前に医療情報案内（下記）で確認し
　てください。
※受付は午前９時から午後５時まで、歯科医院の受付は午前９時から正午
　までです。

　
「
び
ん
」
の
出
し
方
で
よ
く
あ
る

質
問
を
ま
と
め
ま
し
た
。

 
　
焼
酎
の
び
ん
な
ど
、
す
り
ガ
ラ

ス
び
ん
の
出
し
方
は
。

　
　
「
無
色（
白
色
）」
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。
す
り
ガ
ラ
ス
は
無
色
の
ガ

ラ
ス
を
研
磨
し
た
も
の
で
す
。

 
　
カ
ッ
プ
酒
な
ど
、ガ
ラ
ス
に
直
接

印
刷
が
さ
れ
て
い
る
び
ん
の
出
し
方
は
。

 
　
「
そ
の
他
の
色
」
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。
び
ん
自
体
が
無
色
透
明
で

あ
っ
て
も
イ
ン
ク
の
部
分
が
リ
サ
イ

ク
ル
に
支
障
が
あ
り
ま
す
。

 
　
紙
ラ
ベ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
ラ
ベ
ル

は
取
り
除
か
な
く
て
も
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 
　
紙
ラ
ベ
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
ラ
ベ
ル

は
、
工
場
で
細
か
く
破
砕
、
洗
浄
、

ふ
る
い
を
繰
り
返
し
、
除
去
装
置
な

ど
で
取
り
除
か
れ
て
い
ま
す
。
無
理

に
は
が
さ
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　
　
食
用
油
の
び
ん
を
回
収
し
な
い

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

 
　
油
を
取
り
除
く
の
に
洗
剤
と
た

く
さ
ん
の
水
を
使
う
た
め
、
環
境
に

負
荷
が
か
か
り
ま
す
。
食
用
油
の
び

ん
は
「
ガ
ラ
ス
陶
器
類
」
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。

 
　
ガ
ラ
ス
の
食
器
や
ガ
ラ
ス
の
ほ

乳
び
ん
な
ど
、
ガ
ラ
ス
製
品
を
一
緒

に
出
せ
な
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

 
　
ガ
ラ
ス
食
器
の
中
に
は
耐
熱
ガ
ラ

ス
の
も
の
も
あ
り
、溶
け
出
す
温
度
が

異
な
る
た
め
、共
に
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
か
ら
で
す
。「
ガ
ラ
ス
陶
器
類
」で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方
の
ご
相
談
は
、

（
�
０
１
２
０
・
７
９
３
・
５
３
０
）、

ま
た
は
市
民
環
境
部
環
境
課

（
�
８２
・
３
１
３
１
�
８２
・
６
６
２
２
）、

各
総
合
支
所
生
活
環
境
係
ま
で
。

QAQA

QAQA

QA

材料　
木綿豆腐200㌘（1/2丁）、シメジ・エリンギ・エノキ
各80㌘、干しシイタケ2枚、ニンジン50㌘、小松菜
30㌘、白ごま大さじ3、煮汁Ａ（だし汁 80㏄、砂糖
小さじ2、しょうゆ小さじ1、みりん大さじ1、塩小さじ１/3）、
衣B（砂糖大さじ2、みそ小さじ2）

作り方
１干しシイタケは水で戻し、豆腐は水切りしておく。
２小松菜は軽く下ゆでし、固く絞って3～4㌢に切る。
３細切りにしたシイタケを
　先にＡに入れ、食べや
　すく切った他のキノコ
　とニンジンをその後入
　れ、汁がなくなる位ま
　で煮て、さましておく。
４いった白ごまをすり、
　豆腐を加えてＢに混ぜ
　る。
５汁を切った３の具と小
　松菜を加え、混ぜ合わ
　せる。
 ※市販のブナシメジは
　前日にバラして冷凍し、
　凍ったまま煮汁に入れ
　て煮ると一段と味が出
　ます。

糖尿病で医者にかかった人
（男女・年代別）

市内一斉清掃活動

10/28（日） 明科地域

11/11（日） 豊科地域

次の地域で一斉清掃活動が行われま

す。ごみのない、きれいなまちをみ

んなの手で作りましょう。
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男性 女性（人）

20代 30代 40代 50代 60代 70代～

1031

643

670
0

36
28

25
137
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782
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古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

今月の色
澄
み
渡
っ
た
空
の
も
と
、

地
響
き
を
鳴
ら
し
疾
走
す
る
馬
た
ち
。

１０
月
１３
日
、牧
運
動
場
に
は
、

地
元
住
民
や
観
光
客
な
ど
、

多
く
の
人
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

馬
の
毛
並
み
が
一
段
と
冴
え
、

美
し
さ
が
増
す
こ
の
季
節
。

恒
例
と
な
っ
た
草
競
馬
と
と
も
に
、

安
曇
野
の
秋
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

編
集
後
記

◆
近
所
の
辻
に
、馬
を
つ
な
ぐ
や
ぐ
ら
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、幼
少
の
こ
ろ
、そ

こ
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
馬

を
間
近
で
見
て
、懐
か
し
い
昔
を
ふ
と
思

い
出
し
ま
し
た
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
は
、も
っ
ぱ
ら
観
戦
側

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
勝
者
と
敗
者

が
最
後
は
手
を
握
り
、互
い
を
た
た
え
合

う
。
そ
ん
な
姿
に
心
打
た
れ
ま
す
。「
強
け

れ
ば
何
で
も
あ
り
」
に
な
っ
て
欲
し
く
な

い
世
界
で
す
。

◆
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
で
行
わ

れ
た
安
曇
野
フ
ェ
ス
タ
。
安
曇
野
の
魅
力

を
実
感
、体
感
す
る
催
し
に
、家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
人
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

私
も
安
曇
野
の
味
覚
を
満
喫
し
て
き
ま

し
た
。

◆
11
月
は
、
11
が「
良
い
」と
読
め
る
こ
と

か
ら
、８
日
が
「
い
い
歯
の
日
」
、
22
日
が

「
良
い
夫
婦
の
日
」
29
日
が「
良
い
服
の
日
」

な
ど
な
ど
、「
良
い
日
」
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
す
。
11
月
は
、実
は
縁
起
の
良
い
月
な

の
か
も
。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其の二

十
五

次回発行・・・ 

MＳ TＫ

お知らせ版 11月7日（水）

鹿毛色
Kage－Iro
馬の一般的な

毛色の一つ

馬肥ゆる
～ 安曇野観光草競馬大会 ～

2007.10. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,588人（ +51）

48,331人（ +34）

51,257人（ +17）

36,172世帯（+63）
い

さ


